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(57)【要約】
【要約書】　
　消費財のための容器（４）が提供されており、容器（ 
４）は、第一の基体層（８）、および第一の基体層（８ 
）を覆う第二の基体層（１０）を備える。第一の基体層 
（８）の第一の部分（３）および第二の基体層（１０） 
の第一の部分（５）は、区画領域（７）を形成し、区画 
領域（７）の周辺部（１８）は、完全に封止されて、一 
つ以上の消費財を収容するための封止区画（１６）を形 
成する。第一の基体層（８）の第二の部分（９）および 
第二の基体層（８）の第二の部分（１１）は、区画領域 
（７）に直接隣接したアクセス領域（１３）を形成する 
。アクセス領域（１３）は、非封止領域（２２）を含み 
、アクセス領域（１３）の周辺部（２０）は、非封止領 
域（２２）の周りに延びる。第一の基体層（８）は、ア 
クセス領域の周辺部において第二の基体層（１０）に取 
り付けられる。非封止領域（２２）は、区画領域（７） 
の完全に封止された周辺部（１８）によって封止区画（ 
１６）から分離されている。容器（４）は、第一の基体 
層（８）のみにある、アクセス領域（１３）の非封止領 

審査請求　未請求　予備審査請求　有　（全32頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 消 費 財 の た め の 容 器 で あ っ て 、 前 記 容 器 が 、
　 第 一 の 基 体 層 と 、
　 前 記 第 一 の 基 体 層 を 覆 う 第 二 の 基 体 層 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 一 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 お よ び 前 記 第 二 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 が 、 区 画 領 域 を 形  
成 し 、 前 記 区 画 領 域 の 周 辺 部 が 、 完 全 に 封 止 さ れ て 、 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 収 容 す る た め の  
封 止 区 画 を 形 成 し 、
　 前 記 第 一 の 基 体 層 の 第 二 の 部 分 お よ び 前 記 第 二 の 基 体 層 の 第 二 の 部 分 が 、 前 記 区 画 領 域  
に 直 接 隣 接 す る ア ク セ ス 領 域 を 形 成 し 、 前 記 ア ク セ ス 領 域 が 、 非 封 止 領 域 を 含 み 、 前 記 ア  
ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 が 、 前 記 非 封 止 領 域 の 周 り に 延 び 、 前 記 第 一 の 基 体 層 が 、 前 記 ア ク セ  
ス 領 域 の 前 記 周 辺 部 に お い て 前 記 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 非 封 止 領 域 が 、 前 記  
区 画 領 域 の 前 記 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 に よ っ て 前 記 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ 、
　 前 記 容 器 が 、 前 記 ア ク セ ス 領 域 の 前 記 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 虚 弱 線  
を さ ら に 備 え 、 前 記 虚 弱 線 が 、 前 記 第 一 の 基 体 層 の み に あ る 第 一 の 虚 弱 線 で あ り 、 前 記 容  
器 が 、 前 記 第 二 の 基 体 層 の み に あ る 第 二 の 虚 弱 線 を さ ら に 備 え 、 前 記 第 二 の 虚 弱 線 が 、 前  
記 第 一 の 虚 弱 線 と は 異 な る 形 状 を 有 し 、 前 記 第 一 の 虚 弱 線 と 前 記 第 二 の 虚 弱 線 と の 間 の 形  
状 の 差 が 、 前 記 ア ク セ ス 領 域 の 前 記 非 封 止 領 域 に お い て 前 記 第 二 の 基 体 層 に 閉 鎖 タ ブ を 画  
定 す る 、 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 虚 弱 線 が 、 前 記 第 一 の 基 体 層 お よ び 前 記 第 二 の 基 体 層 の う ち の 一 方 の み に あ る 、 請  
求 項 １ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 虚 弱 線 が 、 前 記 第 一 の 基 体 層 お よ び 前 記 第 二 の 基 体 層 の 両 方 に あ る 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 虚 弱 線 が 、 前 記 容 器 の 第 一 の 縁 と 前 記 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び る 、 請 求 項 １ 、  
２ 、 ま た は ３ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ア ク セ ス 領 域 の 前 記 周 辺 部 が 、 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 を 含 み 、 前 記 虚 弱 線 が  
、 前 記 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の  
容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 が 、 第 一 の 非 封 止 部 分 お よ び 第 二 の 非 封 止 部 分 を 含 み  
、 前 記 虚 弱 線 の 第 一 の 端 が 、 前 記 第 一 の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び 、 前 記 虚 弱 線 の 第 二 の  
端 が 、 前 記 第 二 の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 虚 弱 線 が 、 線 形 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 虚 弱 線 の 少 な く と も 一 部 分 が 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 容 器  
。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 二 の 虚 弱 線 が 、 前 記 第 一 の 虚 弱 線 を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う 、 請 求 項 １ ～ ８ の い  
ず れ か に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 一 の 基 体 層 お よ び 前 記 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 前 記 第 一 の 部 分 が  
陥 凹 部 を 含 み 、 前 記 陥 凹 部 が 、 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 収 容 す る た め の 区 画 を 少 な く と も 部 分  
的 に 画 定 す る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 一 の 虚 弱 線 と 前 記 第 二 の 虚 弱 線 と の 間 の 形 状 の 差 が 、 前 記 第 一 の 基 体 層 の 一 部 が  



10

20

30

40

50

JP 2023-522867 A 2023.6.1(3)

前 記 閉 鎖 タ ブ の 下 に 押 し 込 ま れ て 、 前 記 第 一 の 基 体 層 を 閉 鎖 位 置 に 保 持 す る よ う な も の で  
あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 一 の 基 体 層 お よ び 前 記 第 二 の 基 体 層 の 各 々 が 、 積 層 材 料 を 含 み 、 前 記 積 層 材 料 が  
、 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 む 、 請 求 項 １  
～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で あ っ て 、
　 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 容 器 と 、
　 前 記 区 画 内 に 封 止 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 と 、 を 備 え る 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生  
物 品 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 形 成 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と と 、
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 前 記 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に 位 置 付 け る こ と と 、
　 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と と 、
　 前 記 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 前 記 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お よ び 前 記 第 一 の 基 体 材 料 の ウ  
ェ ブ 上 に 位 置 付 け る こ と と 、
　 前 記 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 を 前 記 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分  
に 固 定 し て 、 区 画 領 域 を 形 成 す る こ と で あ っ て 、 前 記 区 画 領 域 の 周 辺 部 が 、 完 全 に 封 止 さ  
れ て 封 止 区 画 を 形 成 し 、 前 記 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 が 、 前 記 封 止 区 画 内 に 収 容 さ れ る 、 固 定  
す る こ と と 、
　 前 記 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 二 の 部 分 を 前 記 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 二 の 部 分  
に 固 定 し て 、 前 記 区 画 領 域 に 直 接 隣 接 す る ア ク セ ス 領 域 を 形 成 す る こ と で あ っ て 、 前 記 ア  
ク セ ス 領 域 が 、 非 封 止 領 域 を 含 み 、 前 記 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 が 、 前 記 非 封 止 領 域 の 周 り  
に 延 び 、 前 記 第 一 の 基 体 層 が 、 前 記 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て 前 記 第 二 の 基 体 層 に 取  
り 付 け ら れ 、 前 記 非 封 止 領 域 が 、 前 記 区 画 領 域 の 完 全 に 封 止 さ れ た 前 記 周 辺 部 に よ っ て 前  
記 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ る 、 固 定 す る こ と と 、
　 前 記 ア ク セ ス 領 域 の 前 記 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 虚 弱 線 を 形 成 す る こ  
と で あ っ て 、 前 記 虚 弱 線 が 、 前 記 第 一 の 基 体 層 の み に あ る 第 一 の 虚 弱 線 で あ り 、 前 記 容 器  
が 、 前 記 第 二 の 基 体 層 の み に あ る 第 二 の 虚 弱 線 を さ ら に 備 え 、 前 記 第 二 の 虚 弱 線 が 、 前 記  
第 一 の 虚 弱 線 と は 異 な る 形 状 を 有 し 、 前 記 第 一 の 虚 弱 線 と 前 記 第 二 の 虚 弱 線 と の 間 の 形 状  
の 差 が 、 前 記 ア ク セ ス 領 域 の 前 記 非 封 止 領 域 に お い て 前 記 第 二 の 基 体 層 に 閉 鎖 タ ブ を 画 定  
す る 、 形 成 す る こ と と 、
　 前 記 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 前 記 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 切 断 し て 、 包 装 さ れ  
た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 形 成 す る こ と で あ っ て 、 前 記 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 が 、  
エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 と 、 第 一 の 基 体 層 、 第 二 の 基 体 層 、 前 記 区 画 領 域 、 前 記 ア ク セ ス 領 域  
、 お よ び 前 記 虚 弱 線 を 含 む 容 器 を 備 え る 、 切 断 す る こ と と 、 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 一 の 虚 弱 線 と 前 記 第 二 の 虚 弱 線 と の 間 の 差 が 、 前 記 第 一 の 基 体 層 の 一 部 が 前 記 閉  
鎖 タ ブ の 下 に 押 し 込 ま れ て 、 前 記 第 一 の 基 体 層 を 閉 鎖 位 置 に 保 持 す る よ う な も の で あ る 、  
請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 一 の 基 体 層 お よ び 前 記 第 二 の 基 体 層 の 各 々 が 、 積 層 材 料 を 含 み 、 前 記 積 層 材 料 が  
、 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 む 、 請 求 項 １  
４ ま た は １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 消 費 財 の た め の 容 器 に 関 し 、 容 器 は 、 封 止 区 画 と 、 非 封 止 領 域 を 含 む ア ク セ  
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ス 領 域 と を 備 え る 。 本 開 示 は ま た 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 互 い を 覆 っ て 消 費 財 が 位 置 付 け ら れ る 区 画 を 形 成 す る 、 二 つ の 材 料 の 層 を 備 え る 容 器 内  
に 消 費 財 を 包 装 す る こ と は 公 知 で あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 二 つ の 材 料 の 層 は 、 互 い に 封  
止 さ れ て 、 消 費 財 が 位 置 付 け ら れ る 封 止 区 画 を 形 成 す る 。 封 止 さ れ た 容 器 を 開 封 す る た め  
に は 、 一 方 の 材 料 の 層 を 他 方 の 材 料 の 層 か ら 剥 が す 必 要 が あ る 場 合 が あ る 。 消 費 者 が 開 封  
し や す い 容 器 を 作 製 す る こ と が 望 ま し い 。 し か し な が ら 、 容 器 が 偶 発 的 に 開 封 さ れ る リ ス  
ク を 低 減 す る 容 器 を 作 製 す る こ と も 望 ま し い 。 典 型 的 に は 、 偶 発 的 に 開 封 し に く い が 、 所  
望 の 際 に は 開 封 し や す い 容 器 を 提 供 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 開 示 の 第 一 の 態 様 に よ る と 、 消 費 財 の た め の 容 器 で あ っ て 、 第 一 の 基 体 層 と 、 第 一 の  
基 体 層 を 覆 う 第 二 の 基 体 層 と を 備 え る 、 容 器 が 提 供 さ れ て い る 。 第 一 の 基 体 層 の 第 一 の 部  
分 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 は 、 区 画 領 域 を 形 成 し 、 区 画 領 域 の 周 辺 部 は 、 完 全 に  
封 止 さ れ て 、 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 収 容 す る た め の 封 止 区 画 を 形 成 す る 。 第 一 の 基 体 層 の 第  
二 の 部 分 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 第 二 の 部 分 は 、 区 画 領 域 に 直 接 隣 接 し た ア ク セ ス 領 域 を 形  
成 す る 。 ア ク セ ス 領 域 は 、 非 封 止 領 域 を 含 み 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 非 封 止 領 域 の 周  
り に 延 び る 。 第 一 の 基 体 層 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け ら  
れ る 。 非 封 止 領 域 は 、 区 画 領 域 の 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 に よ っ て 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ  
て い る 。 容 器 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 虚 弱 線 を さ ら  
に 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 「 封 止 さ れ た 」 と い う 用 語 は 、 第 一 の 基 体 層 が 第 二 の 基 体 層 に 固  
定 さ れ る 容 器 の 一 部 分 を 指 す 。 容 器 の 領 域 の 周 辺 部 に 言 及 す る 場 合 、 「 完 全 に 封 止 さ れ た  
」 と い う 用 語 は 、 周 辺 部 の 長 さ の １ ０ ０ パ ー セ ン ト に 沿 っ て 封 止 さ れ た 周 辺 部 を 指 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 「 直 接 隣 接 し て 」 と い う 用 語 は 、 第 一 の 部 分 と 第 二 の 部 分 と の 間  
に 介 在 部 分 が 位 置 付 け ら れ る こ と な く 、 容 器 の 第 一 の 部 分 が 容 器 の 第 二 の 部 分 に 隣 接 し て  
い る こ と を 指 す た め に 使 用 さ れ る 。 ア ク セ ス 領 域 は 、 区 画 領 域 に 直 接 隣 接 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 参 照 を 容 易 に す る た め に 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 本 明 細 書 で は 、 「 ア ク セ ス 領 域 周  
辺 部 」 と も 呼 ば れ 得 る 。 区 画 領 域 の 周 辺 部 は 、 本 明 細 書 で は 「 区 画 領 域 周 辺 部 」 と も 呼 ば  
れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 有 利 な こ と に 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 は 、 ユ ー ザ ー に よ る 容 器 の 開 封 を 促 進 す る 。  
例 え ば 、 非 封 止 領 域 の 虚 弱 線 を 破 断 し た 後 、 ユ ー ザ ー は 、 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体  
層 を 一 方 の 手 で 把 持 し 、 か つ 非 封 止 領 域 に お い て 第 二 の 基 体 層 を 他 方 の 手 で 把 持 し た 後 に  
、 完 全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体  
層 か ら 剥 が し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 有 利 な こ と に 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け  
る こ と は 、 容 器 の 偶 発 的 な 開 封 の リ ス ク を 低 減 す る 、 ま た は 容 器 の 偶 発 的 な 開 封 を 防 止 し  
得 る 。 例 え ば 、 ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 に お い て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け る こ  
と は 、 ユ ー ザ ー が 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る  
こ と を 防 止 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 有 利 な こ と に 、 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 虚 弱 線 を 提 供 す る こ と は 、 ユ  
ー ザ ー が 所 望 の 際 に 容 器 を 開 封 す る こ と を 促 進 し 得 る 。 例 え ば 、 非 封 止 領 域 の 虚 弱 線 に 沿  
っ て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も 一 つ を 破 断 す る こ と に よ り 、 ユ  
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ー ザ ー は 、 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と が  
可 能 に な り 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 非 封 止 領 域 は 、 区 画 領 域 の 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に よ っ  
て 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 虚 弱 線 は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 一 つ の み に あ っ て も よ い 。 有 利 な  
こ と に 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 一 つ の み に 虚 弱 線 を 提 供 す る こ と は 、  
第 一 の 基 体 層 ま た は 第 二 の 基 体 層 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 容 器 が 単 一 の 部 品 の  
ま ま で あ る こ と を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 こ れ は 、 容 器 が 開 封 さ れ 、 も は や 不 要 と な  
っ た 時 に 、 ユ ー ザ ー に よ っ て 破 棄 さ れ る 容 器 の 部 品 の 数 を 最 小 化 す る こ と に よ っ て 、 ポ イ  
捨 て を 低 減 ま た は 防 止 し 得 る 。 例 え ば 、 虚 弱 線 が 第 一 の 基 体 層 の み に あ る 実 施 形 態 で は 、  
容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 第 一 の 基 体 層 が 二 つ の 部 品 へ と 破 断 さ れ る 場 合 で あ  
っ て も 、 第 一 の 基 体 層 の 二 つ の 部 品 は 、 完 全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス  
領 域 周 辺 部 に よ っ て 単 一 の 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け ら れ た ま ま で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 虚 弱 線 は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 両 方 に あ っ て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 第  
一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 両 方 に 虚 弱 線 を 提 供 す る こ と は 、 非 封 止 領 域 に お け る 第  
一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 両 方 の 破 断 を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の 基 体 層  
お よ び 第 二 の 基 体 層 の 両 方 を 破 断 す る こ と は 、 ユ ー ザ ー が 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体  
層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 虚 弱 線 は 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 有 利 な こ と に 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び る 虚 弱 線 は 、 ユ ー ザ ー が  
虚 弱 線 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も 一 つ を 破 断 す る こ と  
を 促 進 し 得 る 。 例 え ば 、 第 一 の 基 体 層 の 第 一 の 縁 ま た は 第 一 の 基 体 層 の 第 二 の 縁 か ら 開 始  
し て 、 ユ ー ザ ー は 、 虚 弱 線 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も  
一 つ を 引 き 裂 く 、 ま た は 破 断 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 有 利 な こ と に 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び る 虚 弱 線 は 、 容 器 が 虚 弱  
線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 の 一 部 を 含 む 容 器 の 一 部 の 取 り 外  
し を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 非 封 止 領 域 の 一 部 を 含 む 容 器 の 一 部 を 取 り 外 す こ と は 、  
ユ ー ザ ー が ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 の 残 り の 部 分 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基  
体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 を 含 ん で も よ く 、 虚 弱 線 は 、 少  
な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び る 。 有 利 な こ と に 、 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部  
分 は 、 容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 後 に 、 ユ ー ザ ー が ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て  
第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 少  
な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 は 、 容 器 の 縁 に 位 置 付 け ら れ 得 る 。 有 利 な こ と に 、 少 な く と も  
一 つ の 非 封 止 部 分 を 容 器 の 縁 に 位 置 付 け る こ と は 、 容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 後 に  
、 ユ ー ザ ー が 容 器 の 縁 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と を  
促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 容 器 の 縁 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に  
把 持 す る こ と は 、 容 器 を 開 封 す る 際 に 、 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層  
を 第 二 の 基 体 層 か ら 分 離 す る の に 必 要 な 力 を 低 減 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 は 、 第 一 の 非 封 止 部 分 お よ び 第 二 の 非 封 止 部 分 を 含 ん で も  
よ く 、 虚 弱 線 の 第 一 の 端 は 、 第 一 の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び 、 虚 弱 線 の 第 二 の 端 は 、 第  
二 の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び る 。 有 利 な こ と に 、 こ の 構 成 は 、 容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破  
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断 さ れ た 後 に 、 ユ ー ザ ー が ア ク セ ス 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個  
に 把 持 す る こ と を さ ら に 促 進 し 得 る 。 第 一 の 非 封 止 部 分 、 第 二 の 非 封 止 部 分 、 お よ び ア ク  
セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 は 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 連 続 的 に 延 び て も よ  
い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 虚 弱 線 は 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 一 部 分 に わ た っ て 延 び て も よ い 。 有 利 な こ と  
に 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 一 部 に わ た っ て 延 び る 虚 弱 線 は 、 ユ ー ザ ー が 虚 弱 線 に  
沿 っ て 容 器 を 破 断 す る 時 の 区 画 領 域 の 開 封 を 促 進 し 得 る 。 言 い 換 え れ ば 、 封 止 さ れ た 区 画  
領 域 周 辺 部 の 一 部 に わ た っ て 延 び る 虚 弱 線 は 、 容 器 を 開 封 す る 時 に 、 ユ ー ザ ー が 封 止 さ れ  
た 区 画 領 域 の 少 な く と も 一 部 に わ た っ て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 か ら 分 離 す る こ と を  
促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 虚 弱 線 は 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 第 一 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 第 一 の 端 、 お よ  
び 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 第 二 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 第 二 の 端 を 含 み 得 る 。 有 利  
な こ と に 、 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 の 第 一 の 部 分 お よ び 第 二 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 虚  
弱 線 の 第 一 の 端 お よ び 第 二 の 端 は 、 ユ ー ザ ー が 虚 弱 線 に 沿 っ て 容 器 を 破 断 す る 時 の 区 画 領  
域 の 開 封 を さ ら に 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 虚 弱 線 の 中 央 部 分 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 の 一 部 に わ た っ て 延 び る こ と が 好 ま し  
い 。 有 利 な こ と に 、 容 器 を 開 封 す る 時 、 ユ ー ザ ー は ま ず 、 虚 弱 線 の 中 央 部 分 に お い て 容 器  
を 破 断 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 非 封 止 領 域 内 の 虚 弱 線 の 中 央 部 分 に お け る 容 器 の 破 断 に よ  
り 、 ユ ー ザ ー が 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と が 可 能 に な り 得  
る 。 有 利 な こ と に 、 虚 弱 線 の 中 央 部 分 に お い て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 か ら 引 き 離 す  
こ と に よ り 、 中 央 部 分 か ら 虚 弱 線 の 第 一 の 端 お よ び 虚 弱 線 の 第 二 の 端 へ と 同 時 に 虚 弱 線 の  
さ ら な る 破 断 を 伝 播 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 虚 弱 線 は 、 線 形 で あ っ て も よ い 。 言 い 換 え れ ば 、 虚 弱 線 は 、 実 質 的 に 直 線 に 沿 っ て 延 び  
て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 線 形 の 虚 弱 線 は 、 容 器 の 単 純 な 製 造 を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と  
に 、 線 形 の 虚 弱 線 は 、 ユ ー ザ ー が 虚 弱 線 に 沿 っ て 容 器 を 引 き 裂 く 、 ま た は 破 断 す る こ と を  
促 進 し 得 る 。 線 形 の 虚 弱 線 は 、 虚 弱 線 が 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び る  
実 施 形 態 で 特 に 有 利 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 虚 弱 線 の 少 な く と も 一 部 分 は 、 湾 曲 し て い て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 湾 曲 し た 虚 弱 線 は  
、 容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な  
く と も 一 つ の 一 部 を 所 望 の 形 状 で 提 供 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 完 全 に 封 止 さ れ て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 完 全 に 封 止 さ れ た  
ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 は 、 容 器 の 偶 発 的 な 開 封 の リ ス ク を さ ら に 低 減 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 虚 弱 線 は 、 第 一 の 基 体 層 の み に あ る 第 一 の 虚 弱 線 で あ っ て も よ く 、 容 器 は 、 第 二 の 基 体  
層 の み に あ る 第 二 の 虚 弱 線 を さ ら に 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る こ と が 好 ま  
し い 。 有 利 な こ と に 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 第 二 の 虚  
弱 線 は 、 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 ユ ー ザ ー が 非  
封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と を さ ら に 促 進 し  
得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 第 一 の 虚 弱 線 を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 っ て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 第  
一 の 虚 弱 線 を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う 第 二 の 虚 弱 線 は 、 ユ ー ザ ー が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第  
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二 の 虚 弱 線 の 両 方 に 沿 っ て 容 器 を 同 時 に 破 断 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 第 一 の 虚 弱 線 と は 異 な る 形 状 を 有 し て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の  
虚 弱 線 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 第 二 の 虚 弱 線 は 、 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線  
に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 第 二 の 基 体 層 の 一 部 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 第 一 の 基 体 層 の 一  
部 を も た ら し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断  
さ れ た 後 に 、 第 二 の 基 体 層 の 一 部 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 第 一 の 基 体 層 の 一 部 を 提 供 す る  
こ と は 、 ユ ー ザ ー が 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す  
る こ と を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 に 沿 っ て 破  
断 さ れ た 後 に 、 第 二 の 基 体 層 の 一 部 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 第 一 の 基 体 層 の 一 部 を 提 供 す  
る こ と に よ り 、 容 器 に 一 つ 以 上 の 追 加 の 特 徴 ま た は 機 能 が 提 供 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 一 の 虚 弱 線 と 第 二 の 虚 弱 線 と の 間 の 形 状 の 差 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 に お い て  
第 二 の 基 体 層 に 閉 鎖 タ ブ を 画 定 す る こ と が 好 ま し い 。 有 利 な こ と に 、 閉 鎖 タ ブ は 、 容 器 が  
第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 後 の 容 器 の 再 封 鎖 を 促 進 し 得 る 。 例  
え ば 、 第 一 の 基 体 層 の 一 部 は 、 第 二 の 基 体 層 に よ っ て 形 成 さ れ た 閉 鎖 タ ブ の 下 に 押 し 込 ま  
れ て 、 第 一 の 基 体 層 を 閉 鎖 位 置 に 保 持 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 好 ま し く は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 第 一 の 部 分 は  
、 陥 凹 部 を 含 み 、 陥 凹 部 は 、 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 収 容 す る た め の 区 画 を 少 な く と も 部 分 的  
に 画 定 す る 。 有 利 な こ と に 、 陥 凹 部 は 、 区 画 の 貯 蔵 容 量 を 増 大 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 陥  
凹 部 は 、 容 器 の 製 造 中 に 、 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 区 画 内 に 位 置 付 け る こ と を 促 進 し 得 る 。 有  
利 な こ と に 、 陥 凹 部 は 、 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 区 画 内 に 保 持 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 一 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 は 陥 凹 部 を 含 ん で も よ く 、 第 二 の 基 体 層 は 実 質 的 に 平 面 で あ  
っ て も よ い 。 第 二 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 は 陥 凹 部 を 含 ん で も よ く 、 第 一 の 基 体 層 は 実 質 的  
に 平 面 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 一 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 は 第 一 の 陥 凹 部 を 含 ん で も よ く 、 第 二 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分  
は 第 一 の 陥 凹 部 を 覆 う 第 二 の 陥 凹 部 を 含 ん で も よ く 、 第 一 の 陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥 凹 部 は  
、 共 に 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 受 容 す る た め の 区 画 を 画 定 す る 。 第 一 の 陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥  
凹 部 は 、 同 じ サ イ ズ で あ る こ と が 好 ま し い 。 第 一 の 陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥 凹 部 は 、 同 じ 形  
状 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 虚 弱 線 は 、 穿 孔 線 、 折 り 目 、 筋 付 け 線 お よ び ス コ ア 線 の う ち の 少 な く と も 一 つ を 含 み 得  
る 。 虚 弱 線 は 、 穿 孔 線 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 有 利 な こ と に 、 穿 孔 線 は 、 第 一 の 基 体 層 、  
第 二 の 基 体 層 、 ま た は 容 器 の 製 造 プ ロ セ ス 中 の 形 成 が 容 易 で あ る 。 有 利 な こ と に 、 ユ ー ザ  
ー が 穿 孔 線 に 沿 っ て 容 器 を 破 断 す る こ と は 容 易 で あ り 得 る 。 有 利 な こ と に 、 穿 孔 線 は 、 虚  
弱 線 に 沿 っ た 容 器 の 引 き 裂 き を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 を 含 む 実 施 形 態 で は 、 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二  
の 虚 弱 線 の 各 々 は 、 穿 孔 線 、 折 り 目 、 筋 付 け 線 、 お よ び ス コ ア 線 の う ち の 少 な く と も 一 つ  
を 含 み 得 る 。 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 の 各 々 は 、 穿 孔 線 を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 各 々 は 、 積 層 材 料 を 含 ん で も よ い 。 積 層 材 料 は 、 少  
な く と も 一 つ の 紙 の 層 、 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 み 得 る 。 有 利 な  
こ と に 、 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 は 、 生 分 解 性 で あ っ て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 少 な く と  
も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 第 一 の 封 止 領 域 お よ び 第 二 の 封 止 領 域 の 各 々 に お い て 第  
一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 に 固 定 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 各 々 の 外 表 面 を 形 成 す  
る こ と が 好 ま し い 。 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の  
基 体 層 の 各 々 の 内 表 面 を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 積 層 材 料 は 、 紙 の 層 、 紙 の 層 の 下 に あ る 第 一 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 、 第 一 の 高 分 子 フ ィ  
ル ム の 層 の 下 に あ る 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 、 お よ び 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 の 下 に  
あ る 第 三 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 み 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は  
、 不 透 過 性 の バ リ ア 層 を 形 成 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 紙 の  
層 を 不 透 過 性 の バ リ ア 層 に 固 定 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 三 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 完  
全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 の 各 々 に お い て 第 一 の 基 体 層 を  
第 二 の 基 体 層 に 固 定 す る こ と を 促 進 し 得 る 。 第 一 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 お よ び 第 三 の 高 分  
子 フ ィ ル ム の 層 の 各 々 は 、 ポ リ エ チ レ ン を 含 み 得 る 。 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 エ チ  
レ ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 一 の 基 体 層 は 、 接 着 剤 お よ び 溶 接 の う ち の 少 な く と も 一 つ を 使 用 し て 、 完 全 に 封 止 さ  
れ た 区 画 領 域 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 の 各 々 に お い て 第 二 の 基 体 層 に 固 定 さ れ 得  
る 。 第 一 の 基 体 層 は 、 熱 溶 接 を 使 用 し て 、 完 全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 お よ び ア ク セ  
ス 領 域 周 辺 部 の 各 々 に お い て 第 二 の 基 体 層 に 固 定 さ れ 得 る 。 熱 溶 接 は 、 第 一 の 基 体 層 お よ  
び 第 二 の 基 体 層 の 各 々 が 、 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル  
ム の 層 を 含 む 積 層 材 料 を 含 む 実 施 形 態 に お い て 特 に 有 利 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 開 示 の 第 二 の 態 様 に よ る と 、 本 明 細 書 に 記 載 の 実 施 形 態 の う ち の い ず れ か に よ る 、 本  
発 明 の 第 一 の 態 様 に よ る 容 器 を 備 え る 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 が 提 供 さ れ て い る 。  
包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は ま た 、 区 画 内 に 封 止 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 備 え る  
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 場 合 、 「 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 」 と い う 用 語 は 、 エ ア ロ ゾ ル を 形 成  
す る こ と が で き る 揮 発 性 化 合 物 を 放 出 す る 能 力 を 有 す る エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 を 含 む 物 品 を  
指 す 。 こ う し た 揮 発 性 化 合 物 は 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 を 加 熱 す る こ と に よ っ て 放 出 さ れ て  
も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 使 い 捨 て で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 が 燃 焼 し て 煙 を 形 成 す る た ば こ 材 料 を 含 む  
、 フ ィ ル タ ー 付 き 紙 巻 た ば こ ま た は 他 の 喫 煙 物 品 で あ っ て も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は  
、 た ば こ 材 料 が 燃 焼 す る の で は な く 、 加 熱 さ れ て エ ア ロ ゾ ル を 形 成 す る 物 品 で あ っ て も よ  
い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 ニ コ チ ン 含 有 エ ア ロ ゾ ル が 、 燃 焼 を 用 い ず に 、 ま た 一 部 の 場  
合 に は 加 熱 を 用 い ず に 、 例 え ば 化 学 反 応 に よ っ て 、 た ば こ 材 料 、 た ば こ 抽 出 物 、 ま た は そ  
の 他 の ニ コ チ ン 供 与 源 か ら 発 生 さ れ る 物 品 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 位 置 付 け ら れ た エ ア ロ ゾ ル 形 成  
基 体 と を 含 む カ ー ト リ ッ ジ で あ っ て も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 は 、 液 体 エ ア ロ ゾ ル 形 成  
基 体 で あ っ て も よ い 。 液 体 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 は 、 ニ コ チ ン 含 有 液 体 で あ っ て も よ い 。 カ  
ー ト リ ッ ジ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 に 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 「 エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 」 と い う 用 語 は 、 エ ア ロ ゾ ル を 発 生 す る た  
め に エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 を 備 え る エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 と 相 互 作 用 す る 装 置 を 指 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の 第 一 の 態 様 に よ る 容 器 の 第 一 の 基 体 層 お よ び 第  
二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も 一 つ は 、 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 受 容 す る た め の 区 画 を 少 な く  
と も 部 分 的 に 画 定 す る 陥 凹 部 を 含 み 得 る 。 さ ら に 、 消 費 財 を 受 容 す る た め の 陥 凹 部 を 備 え  
る 容 器 内 に 消 費 財 を 包 装 す る こ と が よ り 一 般 的 に 公 知 で あ る 。 シ ー ト 材 料 か ら 容 器 の 少 な  
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く と も 一 部 を 形 成 す る 場 合 、 容 器 の 製 造 中 に シ ー ト 材 料 内 に 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と が 望 ま  
し い 場 合 が あ る 。 し か し な が ら 、 一 部 の 事 例 で は 、 シ ー ト 材 料 を 引 き 裂 く か 、 ま た は 損 傷  
す る こ と な く 、 消 費 財 を 収 容 す る の に 十 分 な サ イ ズ の 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と は 困 難 で あ る  
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 開 示 の 第 三 の 態 様 に よ る と 、 モ ー ル ド お よ び プ ラ グ を 提 供 す る こ と を 含 む プ ラ グ ア シ  
ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス が 提 供 さ れ て お り 、 プ ラ グ は 、 プ ラ グ 本 体 お よ び プ ラ グ 本 体 の 少 な く  
と も 一 部 分 上 に 延 び る エ ラ ス ト マ ー カ バ ー を 含 む 。 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス は ま た  
、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 加 熱 し て 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 形 成 す る こ と と 、 加 熱 さ  
れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を モ ー ル ド と プ ラ グ と の 間 に 位 置 付 け る こ と と を 含 む 。 プ ラ グ ア シ  
ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス は ま た 、 プ ラ グ の エ ラ ス ト マ ー カ バ ー を 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ  
と 係 合 さ せ る こ と と 、 プ ラ グ を モ ー ル ド の 中 に 挿 入 し て 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を  
モ ー ル ド の 形 状 に 形 成 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 有 利 な こ と に 、 本 発 明 に よ る プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス は 、 消 費 財 の た め の 容 器 を  
形 成 す る 際 に 、 基 体 材 料 に 陥 凹 部 を 形 成 す る た め に 使 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 有 利 な こ と に 、 本 発 明 者 ら は 、 プ ラ グ 本 体 の 少 な く と も 一 部 分 上 に 延 び る エ ラ ス ト マ ー  
カ バ ー を 提 供 す る こ と に よ り 、 基 体 材 料 を 引 き 裂 く 、 ま た は 破 断 す る こ と な く 、 プ ラ グ 本  
体 の み を 含 む 従 来 的 な プ ラ グ を 使 用 す る 場 合 に 可 能 で あ る よ り も よ り 深 い 陥 凹 部 を 形 成 す  
る こ と が 促 進 さ れ 得 る こ と を 認 識 し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 エ ラ ス ト マ ー カ バ ー は 、 弾 性 ま た は ゴ ム 様 の 特 性 を 呈 す る 任 意 の 適 切 な 材 料 か ら 形 成 さ  
れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 プ ラ グ 本 体 は 、 少 な く と も 一 つ の 金 属 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 金 属 は  
、 金 属 合 金 を 含 み 得 る 。 プ ラ グ 本 体 は 、 鋼 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。 プ ラ グ 本 体 は 、 ス テ ン  
レ ス 鋼 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 プ ラ グ 本 体 は 、 一 つ 以 上 の 丸 み の あ る 頂 点 お よ び 一 つ 以 上 の 丸 み の あ る 縁 を 含 む 形 状 を  
有 す る こ と が 好 ま し い 。 有 利 な こ と に 、 丸 み の あ る 頂 点 お よ び 丸 み の あ る 縁 は 、 プ ラ グ が  
引 き 裂 か れ る 、 ま た は 基 体 材 料 が 破 断 さ れ る リ ス ク を 低 減 し 得 る 。 プ ラ グ 本 体 の 少 な く と  
も 一 部 分 は 、 丸 み の あ る 立 方 体 形 状 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 加 熱 す る 工 程 は 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 摂 氏 約 ６ ５ 度 ～ 摂 氏 約 ９ ５ 度  
、 好 ま し く は 摂 氏 約 ６ ５ 度 ～ 摂 氏 約 ７ ５ 度 の 温 度 に 加 熱 す る こ と を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 基 体 材 料 の ウ ェ ブ は 、 積 層 材 料 を 含 ん で も よ い 。 積 層 材 料 は 、 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層  
、 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 み 得 る 。 有 利 な こ と に 、 少 な く と も 一  
つ の 紙 の 層 は 、 生 分 解 性 で あ っ て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル  
ム の 層 は 、 後 続 の 製 造 プ ロ セ ス に お い て 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 一 つ 以 上 の 追 加 の 材 料 に 固  
定 す る こ と を 促 進 し 得 る 。 例 え ば 、 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 熱 溶 接 を 使  
用 し て 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 追 加 の 高 分 子 材 料 に 固 定 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 プ ラ グ の エ ラ ス ト マ ー カ バ ー を 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ と 係 合 さ せ る 工 程 は 、 プ ラ  
グ の エ ラ ス ト マ ー カ バ ー を 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 と 係 合 さ せ る こ と を 含 む  
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 積 層 材 料 は 、 紙 の 層 、 紙 の 層 の 下 に あ る 第 一 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 、 第 一 の 高 分 子 フ ィ  
ル ム の 層 の 下 に あ る 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 、 お よ び 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 の 下 に  
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あ る 第 三 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 み 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は  
、 不 透 過 性 の バ リ ア 層 を 形 成 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 紙 の  
層 を 不 透 過 性 の バ リ ア 層 に 固 定 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 三 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 第  
一 の 封 止 領 域 お よ び 第 二 の 封 止 領 域 の 各 々 に お い て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 に 固 定 す  
る こ と を 促 進 し 得 る 。 第 一 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 お よ び 第 三 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 の 各 々  
は 、 ポ リ エ チ レ ン を 含 み 得 る 。 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 エ チ レ ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル  
を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 開 示 の 第 四 の 態 様 に よ る と 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 形 成 方 法 が 提 供 さ れ て  
お り 、 方 法 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と と 、 本 明 細 書 に 記 載 の 実 施 形 態 の  
い ず れ か に よ る 、 本 発 明 の 第 三 の 態 様 に よ る プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て 、  
第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 第 一 の 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と と を 含 む 。 方 法 は ま た 、 エ ア ロ ゾ  
ル 発 生 物 品 を 第 一 の 陥 凹 部 内 に 位 置 付 け る こ と と 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ  
と と 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お よ び 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に  
位 置 付 け る こ と と を 含 む 。 方 法 は ま た 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ  
ブ に エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 周 り に 固 定 し て 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ と 第 二 の 基 体 材 料 の  
ウ ェ ブ と の 間 に 区 画 を 形 成 す る こ と を 含 み 、 第 一 の 陥 凹 部 は 、 区 画 を 少 な く と も 部 分 的 に  
画 定 し 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 区 画 内 に 封 止 さ れ る 。 方 法 は ま た 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ  
ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 切 断 し て 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 形 成 す  
る こ と を 含 み 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 と 、 第 一 の 基 体 層  
、 第 二 の 基 体 層 、 お よ び 区 画 を 含 む 容 器 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 方 法 は 、 本 明 細 書 に 記 載 の 実 施 形 態 の い ず れ か に よ る 、 本 開 示 の 第 三 の 態 様 に よ る プ ラ  
グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 第 二 の 陥 凹 部 を 形 成 す  
る こ と を さ ら に 含 み 得 る 。 好 ま し く は 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お  
よ び 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に 位 置 付 け る 工 程 は 、 第 二 の 陥 凹 部 を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
上 に 位 置 付 け る こ と を 含 み 、 第 一 の 陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥 凹 部 は 、 共 に 区 画 を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 本 開 示 の 第 二 の 態 様 に 関 し て 本 明 細 書 に 記 載 の 随 意 の 特 徴 ま た  
は 好 ま し い 特 徴 の い ず れ か を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 開 示 の 第 五 の 態 様 に よ る と 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 形 成 方 法 が 提 供 さ れ て  
お り 、 方 法 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と と 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 第 一 の  
基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に 位 置 付 け る こ と と を 含 む 。 方 法 は ま た 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を  
提 供 す る こ と と 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お よ び 第 一 の 基 体 材 料 の  
ウ ェ ブ 上 に 位 置 付 け る こ と と を 含 む 。 方 法 は ま た 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分  
を 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 に 固 定 し て 、 区 画 領 域 を 形 成 す る こ と を 含 み 、 区  
画 領 域 の 周 辺 部 は 、 完 全 に 封 止 さ れ て 封 止 区 画 を 形 成 し 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 封 止 区  
画 内 に 収 容 さ れ る 。 方 法 は ま た 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 二 の 部 分 を 第 二 の 基 体 材 料  
の ウ ェ ブ の 第 二 の 部 分 に 固 定 し て 、 区 画 領 域 に 直 接 隣 接 す る ア ク セ ス 領 域 を 形 成 す る こ と  
を 含 み 、 ア ク セ ス 領 域 は 、 非 封 止 領 域 を 含 み 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 非 封 止 領 域 の 周  
り に 延 び 、 第 一 の 基 体 層 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け ら れ  
、 非 封 止 領 域 は 、 区 画 領 域 の 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 に よ っ て 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ る 。  
方 法 は ま た 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の う ち の 少 な く と も  
一 つ に 虚 弱 線 を 形 成 す る こ と を 含 み 、 虚 弱 線 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と  
も 部 分 的 に 延 び る 。 方 法 は ま た 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ  
を 切 断 し て 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 形 成 す る こ と を 含 ん で も よ く 、 包 装 さ れ た  
エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 と 、 第 一 の 基 体 層 、 第 二 の 基 体 層 、 区 画 領 域  
、 ア ク セ ス 領 域 、 お よ び 虚 弱 線 を 含 む 容 器 と を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
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　 有 利 な こ と に 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 は 、 ユ ー ザ ー に よ る 容 器 の 開 封 を 促 進 す る 。  
例 え ば 、 ユ ー ザ ー は 、 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 を 一 方 の 手 で 把 持 し 、 か つ 非 封 止  
領 域 に お い て 第 二 の 基 体 層 を 他 方 の 手 で 把 持 し た 後 に 、 完 全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部  
の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 か ら 剥 が し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 有 利 な こ と に 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け  
る こ と は 、 容 器 の 偶 発 的 な 開 封 の リ ス ク を 低 減 す る 、 ま た は 容 器 の 偶 発 的 な 開 封 を 防 止 し  
得 る 。 例 え ば 、 ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 に お い て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け る こ  
と は 、 ユ ー ザ ー が 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る  
こ と を 防 止 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 有 利 な こ と に 、 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 虚 弱 線 を 提 供 す る こ と は 、 ユ  
ー ザ ー が 所 望 の 際 に 容 器 を 開 封 す る こ と を 促 進 し 得 る 。 例 え ば 、 非 封 止 領 域 の 虚 弱 線 に 沿  
っ て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も 一 つ を 破 断 す る こ と に よ り 、 ユ  
ー ザ ー は 、 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と が  
可 能 に な り 得 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 開 示 の 第 五 の 態 様 の 方 法 に よ っ て 形 成 さ れ た 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 本 明  
細 書 に 記 載 の 実 施 形 態 の い ず れ か に よ る 、 本 開 示 の 第 二 の 態 様 に よ る 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ  
ル 発 生 物 品 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 非 封 止 領 域 は 、 区 画 領 域 の 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に よ っ  
て 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の う  
ち の 一 つ の み に 虚 弱 線 を 形 成 す る こ と を 含 み 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第  
二 の 基 体 層 の う ち の 一 つ の み に 虚 弱 線 を 提 供 す る こ と は 、 第 一 の 基 体 層 ま た は 第 二 の 基 体  
層 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 容 器 が 単 一 の 部 品 の ま ま で あ る こ と を 促 進 し 得 る 。  
有 利 な こ と に 、 こ れ は 、 容 器 が 開 封 さ れ 、 も は や 不 要 と な っ た 時 に 、 ユ ー ザ ー に よ っ て 破  
棄 さ れ る 容 器 の 部 品 の 数 を 最 小 化 す る こ と に よ っ て 、 ポ イ 捨 て を 低 減 ま た は 防 止 し 得 る 。  
例 え ば 、 虚 弱 線 が 第 一 の 基 体 層 の み に あ る 実 施 形 態 で は 、 容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ  
た 時 に 第 一 の 基 体 層 が 二 つ の 部 品 へ と 破 断 さ れ る 場 合 で あ っ て も 、 第 一 の 基 体 層 の 二 つ の  
部 品 は 、 完 全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 に よ っ て 単 一 の 第 二  
の 基 体 層 に 取 り 付 け ら れ た ま ま で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 両  
方 に 虚 弱 線 を 形 成 す る こ と を 含 ん で も よ い 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基  
体 層 の 両 方 に 虚 弱 線 を 提 供 す る こ と は 、 非 封 止 領 域 に お け る 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基  
体 層 の 両 方 の 破 断 を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 両 方  
を 破 断 す る こ と は 、 ユ ー ザ ー が 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別  
個 に 把 持 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 虚 弱 線 は 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び 得 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 有 利 な こ と に 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び る 虚 弱 線 は 、 ユ ー ザ ー が  
虚 弱 線 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も 一 つ を 破 断 す る こ と  
を 促 進 し 得 る 。 例 え ば 、 第 一 の 基 体 層 の 第 一 の 縁 ま た は 第 一 の 基 体 層 の 第 二 の 縁 か ら 開 始  
し て 、 ユ ー ザ ー は 、 虚 弱 線 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も  
一 つ を 引 き 裂 く 、 ま た は 破 断 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 有 利 な こ と に 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び る 虚 弱 線 は 、 容 器 が 虚 弱  
線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 非 封 止 領 域 の 一 部 を 含 む 容 器 の 一 部 の 取 り 外 し を 促 進 し 得 る  
。 有 利 な こ と に 、 非 封 止 領 域 の 一 部 を 含 む 容 器 の 一 部 を 取 り 外 す こ と は 、 ユ ー ザ ー が 非 封  
止 領 域 の 残 り の 部 分 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と を 促  
進 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 を 含 ん で も よ く 、 虚 弱 線 は 、 少  
な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び る 。 有 利 な こ と に 、 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部  
分 は 、 容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 後 に 、 ユ ー ザ ー が ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て  
第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 少  
な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 は 、 容 器 の 縁 に 位 置 付 け ら れ 得 る 。 有 利 な こ と に 、 少 な く と も  
一 つ の 非 封 止 部 分 を 容 器 の 縁 に 位 置 付 け る こ と は 、 容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 後 に  
、 ユ ー ザ ー が 容 器 の 縁 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と を  
促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 容 器 の 縁 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に  
把 持 す る こ と は 、 容 器 を 開 封 す る 際 に 、 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層  
を 第 二 の 基 体 層 か ら 分 離 す る の に 必 要 な 力 を 低 減 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 は 、 第 一 の 非 封 止 部 分 お よ び 第 二 の 非 封 止 部 分 を 含 ん で も  
よ く 、 虚 弱 線 の 第 一 の 端 は 、 第 一 の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び 、 虚 弱 線 の 第 二 の 端 は 、 第  
二 の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び る 。 有 利 な こ と に 、 こ の 構 成 は 、 容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破  
断 さ れ た 後 に 、 ユ ー ザ ー が ア ク セ ス 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個  
に 把 持 す る こ と を さ ら に 促 進 し 得 る 。 第 一 の 非 封 止 部 分 、 第 二 の 非 封 止 部 分 、 お よ び ア ク  
セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 は 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 連 続 的 に 延 び て も よ  
い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 虚 弱 線 は 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 一 部 分 に わ た っ て 延 び て も よ い 。 有 利 な こ と  
に 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 一 部 に わ た っ て 延 び る 虚 弱 線 は 、 ユ ー ザ ー が 虚 弱 線 に  
沿 っ て 容 器 を 破 断 す る 時 の 区 画 領 域 の 開 封 を 促 進 し 得 る 。 言 い 換 え れ ば 、 封 止 さ れ た 区 画  
領 域 周 辺 部 の 一 部 に わ た っ て 延 び る 虚 弱 線 は 、 容 器 を 開 封 す る 時 に 、 ユ ー ザ ー が 封 止 さ れ  
た 区 画 領 域 の 少 な く と も 一 部 に わ た っ て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 か ら 分 離 す る こ と を  
促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 虚 弱 線 は 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 第 一 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 第 一 の 端 、 お よ  
び 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 第 二 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 第 二 の 端 を 含 み 得 る 。 有 利  
な こ と に 、 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 の 第 一 の 部 分 お よ び 第 二 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 虚  
弱 線 の 第 一 の 端 お よ び 第 二 の 端 は 、 ユ ー ザ ー が 虚 弱 線 に 沿 っ て 容 器 を 破 断 す る 時 の 区 画 領  
域 の 開 封 を さ ら に 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 虚 弱 線 の 中 央 部 分 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 の 一 部 に わ た っ て 延 び る こ と が 好 ま し  
い 。 有 利 な こ と に 、 容 器 を 開 封 す る 時 、 ユ ー ザ ー は ま ず 、 虚 弱 線 の 中 央 部 分 に お い て 容 器  
を 破 断 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 非 封 止 領 域 内 の 虚 弱 線 の 中 央 部 分 に お け る 容 器 の 破 断 に よ  
り 、 ユ ー ザ ー が 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と が 可 能 に な り 得  
る 。 有 利 な こ と に 、 虚 弱 線 の 中 央 部 分 に お い て 第 一 の 基 体 層 を 第 二 の 基 体 層 か ら 引 き 離 す  
こ と に よ り 、 中 央 部 分 か ら 虚 弱 線 の 第 一 の 端 お よ び 虚 弱 線 の 第 二 の 端 へ と 同 時 に 虚 弱 線 の  
さ ら な る 破 断 を 伝 播 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 虚 弱 線 は 、 線 形 で あ っ て も よ い 。 言 い 換 え れ ば 、 虚 弱 線 は 、 実 質 的 に 直 線 に 沿 っ て 延 び  
て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 線 形 の 虚 弱 線 は 、 容 器 の 単 純 な 製 造 を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と  
に 、 線 形 の 虚 弱 線 は 、 ユ ー ザ ー が 虚 弱 線 に 沿 っ て 容 器 を 引 き 裂 く 、 ま た は 破 断 す る こ と を  
促 進 し 得 る 。 線 形 の 虚 弱 線 は 、 虚 弱 線 が 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び る  
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実 施 形 態 で 特 に 有 利 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 虚 弱 線 の 少 な く と も 一 部 分 は 、 湾 曲 し て い て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 湾 曲 し た 虚 弱 線 は  
、 容 器 が 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な  
く と も 一 つ の 一 部 を 所 望 の 形 状 で 提 供 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 完 全 に 封 止 さ れ て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 完 全 に 封 止 さ れ た  
ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 は 、 容 器 の 偶 発 的 な 開 封 の リ ス ク を さ ら に 低 減 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 虚 弱 線 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の み に あ る 第 一 の 虚 弱 線 で あ っ て も よ く 、 方 法 は 、  
第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の み に 第 二 の 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る こ と が 好 ま  
し い 。 有 利 な こ と に 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 第 二 の 虚  
弱 線 は 、 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 ユ ー ザ ー が 非  
封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す る こ と を さ ら に 促 進 し  
得 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 第 一 の 虚 弱 線 を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 っ て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 第  
一 の 虚 弱 線 を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う 第 二 の 虚 弱 線 は 、 ユ ー ザ ー が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第  
二 の 虚 弱 線 の 両 方 に 沿 っ て 容 器 を 同 時 に 破 断 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 第 一 の 虚 弱 線 と は 異 な る 形 状 を 有 し て も よ い 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の  
虚 弱 線 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 第 二 の 虚 弱 線 は 、 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線  
に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 第 二 の 基 体 層 の 一 部 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 第 一 の 基 体 層 の 一  
部 を も た ら し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断  
さ れ た 後 に 、 第 二 の 基 体 層 の 一 部 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 第 一 の 基 体 層 の 一 部 を 提 供 す る  
こ と は 、 ユ ー ザ ー が 非 封 止 領 域 に お い て 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 を 別 個 に 把 持 す  
る こ と を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 に 沿 っ て 破  
断 さ れ た 後 に 、 第 二 の 基 体 層 の 一 部 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 第 一 の 基 体 層 の 一 部 を 提 供 す  
る こ と に よ り 、 容 器 に 一 つ 以 上 の 追 加 の 特 徴 ま た は 機 能 が 提 供 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 第 一 の 虚 弱 線 と 第 二 の 虚 弱 線 と の 間 の 形 状 の 差 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 に お い て  
第 二 の 基 体 層 に 閉 鎖 タ ブ を 画 定 す る こ と が 好 ま し い 。 有 利 な こ と に 、 閉 鎖 タ ブ は 、 容 器 が  
第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 に 沿 っ て 破 断 さ れ た 後 の 容 器 の 再 封 鎖 を 促 進 し 得 る 。 例  
え ば 、 第 一 の 基 体 層 の 一 部 は 、 第 二 の 基 体 層 に よ っ て 形 成 さ れ た 閉 鎖 タ ブ の 下 に 押 し 込 ま  
れ て 、 第 一 の 基 体 層 を 閉 鎖 位 置 に 保 持 し 得 る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 方 法 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の  
部 分 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 陥 凹 部 を 形 成 す る 工 程 を 含 ん で も よ く 、 陥 凹 部 は 、 一 つ 以  
上 の 消 費 財 を 収 容 す る た め の 区 画 を 少 な く と も 部 分 的 に 画 定 す る 。 有 利 な こ と に 、 陥 凹 部  
は 、 区 画 の 貯 蔵 容 量 を 増 大 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 陥 凹 部 は 、 容 器 の 製 造 中 に 、 一 つ 以 上  
の 消 費 財 を 区 画 内 に 位 置 付 け る こ と を 促 進 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 陥 凹 部 は 、 一 つ 以 上 の  
消 費 財 を 区 画 内 に 保 持 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 は 陥 凹 部 を 含 ん で も よ く 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ  
ブ は 実 質 的 に 平 面 で あ っ て も よ い 。 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 は 陥 凹 部 を 含 ん  
で も よ く 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ は 実 質 的 に 平 面 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 陥 凹 部 を 形 成 す る 工 程 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 に 第 一 の 陥 凹 部 を 形 成  
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す る こ と と 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 に 第 二 の 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と と を 含  
み 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お よ び 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に 位  
置 付 け る 工 程 は 、 第 二 の 陥 凹 部 を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 上 に 位 置 付 け る こ と を 含 み 、 第 一 の  
陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥 凹 部 は 、 共 に 区 画 を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 陥 凹 部 を 形 成 す る 工 程 は 、 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て 陥 凹 部 を 形 成 す る  
こ と を 含 み 得 る 。 陥 凹 部 を 形 成 す る 工 程 が 、 第 一 の 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と 、 お よ び 第 二 の  
陥 凹 部 を 形 成 す る こ と を 含 む 実 施 形 態 で は 、 第 一 の 陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥 凹 部 の 各 々 は 、  
プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス は 、 本 明 細 書 に 記 載 の 実 施 形 態 の い ず れ か に よ る 、 本 開  
示 の 第 三 の 態 様 に よ る プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス は 、 モ ー ル ド お よ び プ ラ グ を 用 い て 陥 凹 部 を 形 成 す る 工  
程 を 含 ん で も よ く 、 プ ラ グ は 、 プ ラ グ 本 体 お よ び プ ラ グ 本 体 の 少 な く と も 一 部 分 上 に 延 び  
る エ ラ ス ト マ ー カ バ ー を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 エ ラ ス ト マ ー カ バ ー は 、 弾 性 ま た は ゴ ム 様 の 特 性 を 呈 す る 任 意 の 適 切 な 材 料 か ら 形 成 さ  
れ 得 る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 プ ラ グ 本 体 は 、 少 な く と も 一 つ の 金 属 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 金 属 は  
、 金 属 合 金 を 含 み 得 る 。 プ ラ グ 本 体 は 、 鋼 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。 プ ラ グ 本 体 は 、 ス テ ン  
レ ス 鋼 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 プ ラ グ 本 体 は 、 一 つ 以 上 の 丸 み の あ る 頂 点 お よ び 一 つ 以 上 の 丸 み の あ る 縁 を 含 む 形 状 を  
有 す る こ と が 好 ま し い 。 有 利 な こ と に 、 丸 み の あ る 頂 点 お よ び 丸 み の あ る 縁 は 、 プ ラ グ が  
引 き 裂 か れ る 、 ま た は 基 体 材 料 が 破 断 さ れ る リ ス ク を 低 減 し 得 る 。 プ ラ グ 本 体 の 少 な く と  
も 一 部 分 は 、 丸 み の あ る 立 方 体 形 状 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ  
ェ ブ の う ち の 少 な く と も 一 つ を 摂 氏 約 ６ ５ 度 ～ 摂 氏 約 ９ ５ 度 、 好 ま し く は 摂 氏 約 ６ ５ 度 ～  
摂 氏 約 ７ ５ 度 に 加 熱 す る 工 程 を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 は 、 穿 孔 線 、 折 り 目 、 筋 付 け 線 、 お よ び ス コ ア 線 の う ち の 少 な く  
と も 一 つ を 形 成 す る こ と を 含 み 得 る 。 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 は 、 穿 孔 線 を 形 成 す る こ と を  
含 む こ と が 好 ま し い 。 有 利 な こ と に 、 穿 孔 線 は 、 製 造 プ ロ セ ス 中 に 形 成 す る こ と が 容 易 で  
あ り 得 る 。 有 利 な こ と に 、 ユ ー ザ ー が 穿 孔 線 に 沿 っ て 容 器 を 破 断 す る こ と は 容 易 で あ り 得  
る 。 有 利 な こ と に 、 穿 孔 線 は 、 虚 弱 線 に 沿 っ た 容 器 の 引 き 裂 き を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 容 器 が 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 を 含 む 実 施 形 態 で は 、 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二  
の 虚 弱 線 の 各 々 は 、 穿 孔 線 、 折 り 目 、 筋 付 け 線 、 お よ び ス コ ア 線 の う ち の 少 な く と も 一 つ  
を 含 み 得 る 。 第 一 の 虚 弱 線 お よ び 第 二 の 虚 弱 線 の 各 々 は 、 穿 孔 線 を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 各 々 は 、 積 層 材 料 を 含 み 得 る  
。 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 各 々 が 積 層 材 料 を 含 む 実 施 形  
態 で は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 各 々 は 、 積 層 材 料 を 含 む 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 積 層 材 料 は 、 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 、 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を  
含 み 得 る 。 有 利 な こ と に 、 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 は 、 生 分 解 性 で あ っ て も よ い 。 有 利 な  
こ と に 、 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 完 全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 お よ  
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び ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 の 各 々 に お い て 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ  
に 固 定 す る こ と を 促 進 し 得 る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 各 々 の 外 表 面 を 形 成 す  
る こ と が 好 ま し い 。 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の  
基 体 層 の 各 々 の 内 表 面 を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 積 層 材 料 は 、 紙 の 層 、 紙 の 層 の 下 に あ る 第 一 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 、 第 一 の 高 分 子 フ ィ  
ル ム の 層 の 下 に あ る 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 、 お よ び 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 の 下 に  
あ る 第 三 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 み 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 二 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は  
、 不 透 過 性 の バ リ ア 層 を 形 成 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 一 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 紙 の  
層 を 不 透 過 性 の バ リ ア 層 に 固 定 し 得 る 。 有 利 な こ と に 、 第 三 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 は 、 完  
全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 の 各 々 に お い て 第 一 の 基 体 材 料  
の ウ ェ ブ を 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 固 定 す る こ と を 促 進 し 得 る 。 第 一 の 高 分 子 フ ィ ル ム  
の 層 お よ び 第 三 の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 の 各 々 は 、 ポ リ エ チ レ ン を 含 み 得 る 。 第 二 の 高 分 子  
フ ィ ル ム の 層 は 、 エ チ レ ン ビ ニ ル ア ル コ ー ル を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 完 全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 の 各 々 に お い て 第 一 の 基 体  
材 料 の ウ ェ ブ を 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 固 定 す る 工 程 は 、 接 着 剤 お よ び 溶 接 の う ち の 少  
な く と も 一 つ を 使 用 し て 、 第 二 の 基 体 の ウ ェ ブ を 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 固 定 す る こ と  
を 含 み 得 る 。 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ は 、 熱 溶 接 を 使 用 し て 、 完 全 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域  
周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 の 各 々 に お い て 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 固 定 さ れ 得 る  
。 熱 溶 接 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 各 々 が 、 少 な く と  
も 一 つ の 紙 の 層 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 む 積 層 材 料 を 含 む 実 施 形  
態 に お い て 特 に 有 利 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 が 燃 焼 し て 煙 を 形 成 す る た ば こ 材 料 を 含 む  
、 フ ィ ル タ ー 付 き 紙 巻 た ば こ ま た は 他 の 喫 煙 物 品 で あ っ て も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は  
、 た ば こ 材 料 が 燃 焼 す る の で は な く 、 加 熱 さ れ て エ ア ロ ゾ ル を 形 成 す る 物 品 で あ っ て も よ  
い 。 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 ニ コ チ ン 含 有 エ ア ロ ゾ ル が 、 燃 焼 を 用 い ず に 、 ま た 一 部 の 場  
合 に は 加 熱 を 用 い ず に 、 例 え ば 化 学 反 応 に よ っ て 、 た ば こ 材 料 、 た ば こ 抽 出 物 、 ま た は そ  
の 他 の ニ コ チ ン 供 与 源 か ら 発 生 さ れ る 物 品 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 位 置 付 け ら れ た エ ア ロ ゾ ル 形 成  
基 体 と を 含 む カ ー ト リ ッ ジ で あ っ て も よ い 。 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 は 、 液 体 エ ア ロ ゾ ル 形 成  
基 体 で あ っ て も よ い 。 液 体 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 は 、 ニ コ チ ン 含 有 液 体 で あ っ て も よ い 。 カ  
ー ト リ ッ ジ は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 に 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 カ ー ト リ ッ ジ  
は 、 エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 体 を 加 熱 す る よ う に 配 設 さ れ た ヒ ー タ ー を 含 み 得 る 。 ヒ ー タ ー は 、  
電 気 ヒ ー タ ー で あ っ て も よ い 。 電 気 ヒ ー タ ー は 、 カ ー ト リ ッ ジ が エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 に 連  
結 さ れ た 時 に 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 装 置 か ら の 電 力 の 供 給 を 受 容 す る よ う に 配 設 さ れ て も よ い  
。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 発 明 は 特 許 請 求 の 範 囲 に 定 義 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 以 下 に 非 限 定 的 な 実 施 例 の  
非 網 羅 的 な リ ス ト を 提 供 し て い る 。 こ れ ら の 実 施 例 の 特 徴 の う ち の 任 意 の 一 つ 以 上 は 、 本  
明 細 書 に 記 載 の 別 の 実 施 例 、 実 施 形 態 、 ま た は 態 様 の 任 意 の 一 つ 以 上 の 特 徴 と 組 み 合 わ さ  
れ て も よ い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 実 施 例 １ ：
　 消 費 財 の た め の 容 器 で あ っ て 、 容 器 が 、
第 一 の 基 体 層 と 、
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　 第 一 の 基 体 層 を 覆 う 第 二 の 基 体 層 と 、 を 備 え 、
　 第 一 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 は 、 区 画 領 域 を 形 成 し 、 区  
画 領 域 の 周 辺 部 は 、 完 全 に 封 止 さ れ て 、 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 収 容 す る た め の 封 止 区 画 を 形  
成 し 、
　 第 一 の 基 体 層 の 第 二 の 部 分 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 第 二 の 部 分 は 、 区 画 領 域 に 直 接 隣 接 す  
る ア ク セ ス 領 域 を 形 成 し 、 ア ク セ ス 領 域 は 、 非 封 止 領 域 を 含 み 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は  
、 非 封 止 領 域 の 周 り に 延 び 、 第 一 の 基 体 層 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て 第 二 の 基 体  
層 に 取 り 付 け ら れ 、 非 封 止 領 域 は 、 区 画 領 域 の 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 に よ っ て 封 止 区 画  
か ら 分 離 さ れ 、
　 容 器 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 虚 弱 線 を さ ら に 備 え  
る 、 容 器 。
　 実 施 例 ２ ：
　 非 封 止 領 域 は 、 区 画 領 域 の 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に よ っ  
て 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ る 、 実 施 例 １ に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 ３ ：
　 虚 弱 線 は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 一 つ の み に あ る 、 実 施 例 １ ま た は  
２ に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 ４ ：
　 虚 弱 線 は 、 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 両 方 に あ る 、 実 施 例 １ ま た は ２ に 記 載 の  
容 器 。
　 実 施 例 ５ ：
　 虚 弱 線 は 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び る 、 先 行 す る 実 施 例 の い ず れ  
か に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 ６ ：
　 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 を 含 み 、 虚 弱 線 は 、 少 な く と も  
一 つ の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び る 、 先 行 す る 実 施 例 の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 ７ ：
　 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 は 、 第 一 の 非 封 止 部 分 お よ び 第 二 の 非 封 止 部 分 を 含 み 、 虚  
弱 線 の 第 一 の 端 は 、 第 一 の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び 、 虚 弱 線 の 第 二 の 端 は 、 第 二 の 非 封  
止 部 分 に わ た っ て 延 び る 、 実 施 例 ６ に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 ８ ：
　 虚 弱 線 は 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 一 部 に わ た っ て 延 び る 、 先 行 す る 実 施 例 の い  
ず れ か に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 ９ ：
　 虚 弱 線 は 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 第 一 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 第 一 の 端 、 お よ  
び 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 第 二 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 第 二 の 端 を 含 む 、 実 施 例 ８  
に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 １ ０ ：
　 虚 弱 線 は 、 線 形 で あ る 、 穿 孔 す る 実 施 例 の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 １ １ ：
　 虚 弱 線 の 少 な く と も 一 部 分 は 湾 曲 し て い る 、 実 施 例 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 １ ２ ：
　 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 完 全 に 封 止 さ れ て い る 、 先 行 す る 実 施 例 の い ず れ か に 記 載 の  
容 器 。
　 実 施 例 １ ３ ：
　 虚 弱 線 は 、 第 一 の 基 体 層 の み に あ る 第 一 の 虚 弱 線 で あ り 、 容 器 は 、 第 二 の 基 体 層 の み に  
あ る 第 二 の 虚 弱 線 を さ ら に 備 え る 、 先 行 す る 実 施 例 の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 １ ４ ：
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 、 実 施 例 １  
３ に 記 載 の 容 器 。
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　 実 施 例 １ ５ ：
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 第 一 の 虚 弱 線 を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う 、 実 施 例 １ ３ ま た は １ ４ に 記  
載 の 容 器 。
　 実 施 例 １ ６ ：
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 第 一 の 虚 弱 線 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 、 実 施 例 １ ３ 、 １ ４ 、 ま た は １  
５ に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 １ ７ ：
　 第 一 の 虚 弱 線 と 第 二 の 虚 弱 線 と の 間 の 形 状 の 差 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 に お い て  
第 二 の 基 体 層 に 閉 鎖 タ ブ を 画 定 す る 、 実 施 例 １ ６ に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 １ ８ ：
　 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の う ち の 少 な く と も 一 つ の 第 一 の 部 分 は 、 陥 凹 部 を 含  
み 、 陥 凹 部 は 、 一 つ 以 上 の 消 費 財 を 収 容 す る た め の 区 画 を 少 な く と も 部 分 的 に 画 定 す る 、  
先 行 す る 実 施 例 の い ず れ か に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 １ ９ ：
　 第 一 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 は 第 一 の 陥 凹 部 を 含 み 、 第 二 の 基 体 層 の 第 一 の 部 分 は 第 一 の  
陥 凹 部 を 覆 う 第 二 の 陥 凹 部 を 含 み 、 第 一 の 陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥 凹 部 は 、 共 に 一 つ 以 上 の  
消 費 財 を 収 容 す る た め の 区 画 を 画 定 す る 、 実 施 例 １ ８ に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 ２ ０ ：
　 第 一 の 基 体 層 お よ び 第 二 の 基 体 層 の 各 々 は 、 積 層 材 料 を 含 み 、 積 層 材 料 は 、 少 な く と も  
一 つ の 紙 の 層 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 む 、 先 行 す る 実 施 例 の い ず  
れ か に 記 載 の 容 器 。
　 実 施 例 ２ １ ：
　 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で あ っ て 、
　 先 行 す る 実 施 例 の い ず れ か に 記 載 の 容 器 と 、
　 区 画 内 に 封 止 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 と 、 を 備 え る 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品  
。
　 実 施 例 ２ ２ ：
　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス で あ っ て 、
　 モ ー ル ド お よ び プ ラ グ を 提 供 す る こ と で あ っ て 、 プ ラ グ は 、 プ ラ グ 本 体 と 、 プ ラ グ 本 体  
の 少 な く と も 一 部 分 上 に 延 び る エ ラ ス ト マ ー カ バ ー と を 含 む 、 提 供 す る こ と と 、
　 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 加 熱 し て 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 形 成 す る こ と と 、
　 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を モ ー ル ド と プ ラ グ と の 間 に 位 置 付 け る こ と と 、
　 プ ラ グ の エ ラ ス ト マ ー カ バ ー を 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ と 係 合 さ せ る こ と と 、
　 プ ラ グ を モ ー ル ド の 中 に 挿 入 し て 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を モ ー ル ド の 形 状 に 形  
成 す る こ と と 、 を 含 む 、 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス 。
　 実 施 例 ２ ３ ：
　 エ ラ ス ト マ ー カ バ ー は 、 弾 性 ま た は ゴ ム 様 特 性 を 呈 す る 材 料 か ら 形 成 さ れ る 、 実 施 例 ２  
２ に 記 載 の プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス 。
　 実 施 例 ２ ４ ：
　 プ ラ グ 本 体 は 、 少 な く と も 一 つ の 金 属 か ら 形 成 さ れ る 、 実 施 例 ２ ２ ま た は ２ ３ に 記 載 の  
プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス 。
　 実 施 例 ２ ５ ：
　 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 加 熱 す る 工 程 は 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 摂 氏 ６ ５ 度 ～ 摂 氏 ９ ５ 度 の 温  
度 に 加 熱 す る こ と を 含 む 、 実 施 例 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ま た は ２ ４ に 記 載 の プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形  
プ ロ セ ス 。
　 実 施 例 ２ ６ ：
　 基 体 材 料 の ウ ェ ブ は 、 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム  
の 層 を 含 む 積 層 材 料 を 含 む 、 実 施 例 ２ ２ ～ ２ ５ の い ず れ か に 記 載 の プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形  
プ ロ セ ス 。
　 実 施 例 ２ ７ ：
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　 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 形 成 方 法 で あ っ て 、 方 法 は 、
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と と 、
　 実 施 例 ２ ２ ～ ２ ６ の い ず れ か に 記 載 の プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て 、 第 一  
の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 第 一 の 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と と 、
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 第 一 の 陥 凹 部 に 位 置 付 け る こ と と 、
　 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と と 、
　 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お よ び 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に 位 置  
付 け る こ と と 、
　 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 周 り に 固 定  
し て 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ と 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ と の 間 に 区 画 を 形 成 す る こ と で  
あ っ て 、 第 一 の 陥 凹 部 は 、 区 画 を 少 な く と も 部 分 的 に 画 定 し 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 区  
画 内 に 封 止 さ れ る 、 固 定 す る こ と と 、
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 切 断 し て 、 包 装 さ れ た エ ア ロ  
ゾ ル 発 生 物 品 を 形 成 す る こ と で あ っ て 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発  
生 物 品 と 、 第 一 の 基 体 層 、 第 二 の 基 体 層 、 お よ び 区 画 を 含 む 容 器 と を 備 え る 、 切 断 す る こ  
と と 、 を 含 む 、 方 法 。
　 実 施 例 ２ ８ ：
　 実 施 例 ２ ２ ～ ２ ６ の い ず れ か に 記 載 の プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て 、 第 二  
の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 第 二 の 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と を さ ら に 含 み 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ  
ブ を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お よ び 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に 位 置 付 け る 工 程 は 、 第 二 の 陥  
凹 部 を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 上 に 位 置 付 け る こ と を 含 み 、 第 一 の 陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥 凹 部  
は 、 共 に 区 画 を 画 定 す る 、 実 施 例 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ２ ９ ：
　 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 形 成 方 法 で あ っ て 、 方 法 は 、
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と と 、
　 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に 位 置 付 け る こ と と 、
　 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と と 、
　 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お よ び 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に 位 置  
付 け る こ と と 、
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 を 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 に 固 定 し  
て 、 区 画 領 域 を 形 成 す る こ と で あ っ て 、 区 画 領 域 の 周 辺 部 は 、 完 全 に 封 止 さ れ て 封 止 区 画  
を 形 成 し 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 封 止 区 画 内 に 収 容 さ れ る 、 固 定 す る こ と と 、
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 二 の 部 分 を 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 二 の 部 分 に 固 定 し  
て 、 区 画 領 域 に 直 接 隣 接 す る ア ク セ ス 領 域 を 形 成 す る こ と で あ っ て 、 ア ク セ ス 領 域 は 、 非  
封 止 領 域 を 含 み 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 非 封 止 領 域 の 周 り に 延 び 、 第 一 の 基 体 層 は 、  
ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け ら れ 、 非 封 止 領 域 は 、 区 画 領 域 の  
完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 に よ っ て 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ る 、 固 定 す る こ と と 、
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の う ち の 少 な く と も 一 つ に 虚 弱  
線 を 形 成 す る こ と で あ っ て 、 虚 弱 線 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的  
に 延 び る 、 形 成 す る こ と と 、
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 切 断 し て 、 包 装 さ れ た エ ア ロ  
ゾ ル 発 生 物 品 を 形 成 す る こ と で あ っ て 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発  
生 物 品 と 、 第 一 の 基 体 層 、 第 二 の 基 体 層 、 区 画 領 域 、 ア ク セ ス 領 域 、 お よ び 虚 弱 線 を 含 む  
容 器 と を 備 え る 、 切 断 す る こ と と 、 を 含 む 、 方 法 。
　 実 施 例 ３ ０ ：
　 非 封 止 領 域 は 、 区 画 領 域 の 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 お よ び ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に よ っ  
て 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ る 、 実 施 例 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ３ １ ：
　 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の う  
ち の 一 つ の み に 虚 弱 線 を 形 成 す る こ と を 含 む 、 実 施 例 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
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　 実 施 例 ３ ２ ：
　 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 両  
方 に 虚 弱 線 を 形 成 す る こ と を 含 む 、 実 施 例 ２ ９ ま た は ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ３ ３ ：
　 虚 弱 線 は 、 容 器 の 第 一 の 縁 と 容 器 の 第 二 の 縁 と の 間 に 延 び る 、 実 施 例 ２ ９ ～ ３ ２ の い ず  
れ か に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ３ ４ ：
　 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 を 含 み 、 虚 弱 線 は 、 少 な く と も  
一 つ の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び る 、 実 施 例 ２ ９ ～ ３ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ３ ５ ：
　 少 な く と も 一 つ の 非 封 止 部 分 は 、 第 一 の 非 封 止 部 分 と 第 二 の 非 封 止 部 分 を 含 み 、 虚 弱 線  
の 第 一 の 端 は 、 第 一 の 非 封 止 部 分 に わ た っ て 延 び 、 虚 弱 線 の 第 二 の 端 は 、 第 二 の 非 封 止 部  
分 に わ た っ て 延 び る 、 実 施 例 ３ ４ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ３ ６ ：
　 虚 弱 線 は 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 一 部 に わ た っ て 延 び る 、 実 施 例 ２ ９ ～ ３ ５ の  
い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ３ ７ ：
　 虚 弱 線 は 、 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 第 一 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 第 一 の 端 、 お よ  
び 区 画 領 域 の 封 止 さ れ た 周 辺 部 の 第 二 の 部 分 に わ た っ て 延 び る 第 二 の 端 を 含 む 、 実 施 例 ３  
６ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ３ ８ ：
　 虚 弱 線 は 、 線 形 で あ る 、 実 施 例 ２ ９ ～ ３ ７ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ３ ９ ：
　 虚 弱 線 の 少 な く と も 一 部 分 は 湾 曲 し て い る 、 実 施 例 ２ ９ ～ ３ ７ の い ず れ か に 記 載 の 方 法  
。
　 実 施 例 ４ ０ ：
　 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 完 全 に 封 止 さ れ て い る 、 実 施 例 ２ ９ ～ ３ ９ の い ず れ か に 記 載 の  
方 法 。
　 実 施 例 ４ １ ：
　 虚 弱 線 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の み に あ る 第 一 の 虚 弱 線 で あ り 、 方 法 は 、 第 二 の 基  
体 材 料 の ウ ェ ブ の み に 第 二 の 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 実 施 例 ２ ８ ～ ３ ８ の い  
ず れ か に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ４ ２ ：
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 、 実 施 例 ４  
１ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ４ ３ ：
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 第 一 の 虚 弱 線 を 少 な く と も 部 分 的 に 覆 う 、 実 施 例 ４ １ ま た は ４ ２ に 記  
載 の 方 法 。
　 実 施 例 ４ ４ ：
　 第 二 の 虚 弱 線 は 、 第 一 の 虚 弱 線 と は 異 な る 形 状 を 有 す る 、 実 施 例 ４ １ 、 ４ ２ ま た は ４ ３  
に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ４ ５ ：
　 第 一 の 虚 弱 線 と 第 二 の 虚 弱 線 と の 間 の 形 状 の 差 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領 域 に お い て  
第 二 の 基 体 層 に 閉 鎖 タ ブ を 画 定 す る 、 実 施 例 ４ ４ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ４ ６ ：
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 の う  
ち の 少 な く と も 一 つ に 陥 凹 部 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 み 、 陥 凹 部 は 、 一 つ 以 上 の 消 費 財  
を 収 容 す る た め の 区 画 を 少 な く と も 部 分 的 に 画 定 す る 、 実 施 例 ２ ９ ～ ４ ５ の い ず れ か に 記  
載 の 方 法 。
　 実 施 例 ４ ７ ：
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　 陥 凹 部 を 形 成 す る 工 程 は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 に 第 一 の 陥 凹 部 を 形 成  
す る こ と と 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 に 第 二 の 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と と を 含  
み 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お よ び 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に 位  
置 付 け る 工 程 は 、 第 二 の 陥 凹 部 を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 上 に 位 置 付 け る こ と を 含 み 、 第 一 の  
陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥 凹 部 は 、 共 に 区 画 を 画 定 す る 、 実 施 例 ４ ６ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ４ ８ ：
　 陥 凹 部 を 形 成 す る 工 程 は 、 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て 陥 凹 部 を 形 成 す る  
こ と を 含 む 、 実 施 例 ４ ６ ま た は ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ４ ９ ：
　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス は 、 実 施 例 ２ ２ ～ ２ ５ の い ず れ か に 記 載 の プ ラ グ ア シ ス  
ト 熱 成 形 プ ロ セ ス で あ る 、 実 施 例 ４ ８ に 記 載 の 方 法 。
　 実 施 例 ５ ０ ：
　 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 各 々 は 、 積 層 材 料 を 含 み 、 積  
層 材 料 は 、 少 な く と も 一 つ の 紙 の 層 お よ び 少 な く と も 一 つ の 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 む 、  
実 施 例 ２ ９ ～ ４ ９ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ２ 】
　 こ こ で 、 以 下 の 図 を 参 照 し な が ら 実 施 例 を さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 開 示 の 第 一 の 実 施 形 態 に よ る 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 上 面 図  
を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ ～ ４ は 、 線 １ － １ に 沿 っ て 取 ら れ た 図 １ の 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の  
断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 同 上 。
【 図 ４ 】 同 上 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 開 示 の 第 二 の 実 施 形 態 に よ る 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 上 面 図  
を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ５ の 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 底 面 図 を 示 す 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 線 ５ － ５ に 沿 っ て 取 ら れ た 図 ５ お よ び ６ の 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物  
品 の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ８ 】 図 ８ ～ １ ０ は 、 線 ７ － ７ で 丸 で 囲 ま れ た 図 ７ の 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の  
一 部 分 の 拡 大 図 を 示 す 。
【 図 ９ 】 同 上 。
【 図 １ ０ 】 同 上 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ ～ １ ３ は 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 陥 凹 部 を 熱 成 形 す る た め の プ ラ グ ア シ ス  
ト 装 置 を 示 す 。
【 図 １ ２ 】 同 上 。
【 図 １ ３ 】 同 上 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に よ る プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス の 工 程 を  
示 す 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に よ る 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 形 成 方  
法 の 工 程 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ ～ ４ は 、 本 開 示 の 第 一 の 実 施 形 態 に よ る 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ２ を 示 す 。  
包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ２ は 、 容 器 ４ と 、 容 器 ４ 内 に 受 容 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物  
品 ６ と を 備 え る 。 容 器 ４ は 、 第 一 の 基 体 層 ８ と 、 第 一 の 基 体 層 ８ を 覆 う 第 二 の 基 体 層 １ ０  
と を 備 え る 。 第 一 の 基 体 層 ８ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ の 各 々 は 、 基 体 層 の 外 表 面 を 形 成 す  
る 紙 の 層 、 お よ び 基 体 層 の 内 表 面 を 形 成 す る 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 む 積 層 材 料 か ら 形 成  
さ れ る 。
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【 ０ １ ０ ５ 】
　 第 一 の 基 体 層 ８ の 第 一 の 部 分 ３ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ の 第 一 の 部 分 ５ は 、 区 画 領 域 ７  
を 形 成 し 、 区 画 領 域 ７ の 周 辺 部 １ ８ は 、 連 続 的 な 熱 溶 接 に よ っ て 完 全 に 封 止 さ れ て 、 エ ア  
ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ が 位 置 付 け ら れ る 封 止 区 画 １ ６ を 形 成 す る 。 第 一 の 基 体 層 ８ の 第 一 の 部  
分 ３ は 第 一 の 陥 凹 部 １ ２ を 含 み 、 第 二 の 基 体 層 １ ０ の 第 一 の 部 分 ５ は 第 二 の 陥 凹 部 １ ４ を  
含 み 、 第 一 の 陥 凹 部 １ ２ お よ び 第 二 の 陥 凹 部 １ ４ は 、 共 に 区 画 １ ６ を 画 定 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 第 一 の 基 体 層 ８ の 第 二 の 部 分 ９ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ の 第 二 の 部 分 １ １ は 、 区 画 領 域  
７ に 直 接 隣 接 す る ア ク セ ス 領 域 １ ３ を 形 成 し 、 ア ク セ ス 領 域 １ ３ は 、 非 封 止 領 域 ２ ２ を 含  
み 、 ア ク セ ス 領 域 １ ３ の 周 辺 部 ２ ０ は 、 非 封 止 領 域 ２ ２ の 周 り に 延 び る 。 第 一 の 基 体 層 ８  
は 、 ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 ２ ０ の 一 部 に 沿 っ て 第 二 の 基 体 層 １ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 ア ク セ  
ス 領 域 周 辺 部 ２ ０ は 、 非 封 止 領 域 ２ ２ の 両 側 に 、 第 一 の 基 体 層 ８ が 第 二 の 基 体 層 １ ０ に 取  
り 付 け ら れ な い 二 つ の 非 封 止 部 分 １ ５ を 含 む 。 非 封 止 領 域 ２ ２ は 、 区 画 領 域 ７ の 完 全 に 封  
止 さ れ た 周 辺 部 １ ８ に よ っ て 封 止 区 画 １ ６ か ら 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 穿 孔 線 を 含 む 脆 弱 線 ２ ８ が 、 第 一 の 基 体 層 ８ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ に 提 供 さ れ て お り  
、 虚 弱 線 ２ ８ は 、 容 器 ４ の 第 一 の 縁 ２ ４ と 容 器 ４ の 第 二 の 縁 ２ ６ と の 間 に 延 び る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 第 一 の 基 体 層 ８ は 、 非 封 止 領 域 ２ ２ で は 第 二 の 基 体 層 １ ０ に 固 定 さ れ て い な い が 、 ア ク  
セ ス 領 域 周 辺 部 ２ ０ の 長 さ の 一 部 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層 ８ を 第 二 の 基 体 層 １ ０ に 取 り 付 け  
る こ と は 、 第 一 の 基 体 層 ８ を 第 二 の 基 体 層 １ ０ か ら 分 離 す る こ と を 困 難 に す る 。 し た が っ  
て 、 ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 ２ ０ の 長 さ の 一 部 に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層 ８ を 第 二 の 基 体 層 １ ０ に  
取 り 付 け る こ と は 、 容 器 ４ が 偶 発 的 に 開 封 さ れ る リ ス ク を 低 減 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 容 器 ４ か ら エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ を 取 り 外 す た め の 容 器 ４ の 開 封 は 、 二 工 程 プ ロ セ ス で  
あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 第 一 に 、 ユ ー ザ ー は 、 虚 弱 線 ２ ８ の 全 長 に 沿 っ て 容 器 ４ を 引 き 裂 く 、 ス ナ ッ プ す る 、 ま  
た は 破 断 し て 、 ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 ２ ０ の 一 部 を 含 む 容 器 ４ の 一 部 分 を 取 り 外 す 。 こ の 工  
程 の 結 果 を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ １ １ １ 】
　 第 二 に 、 ユ ー ザ ー は 、 非 封 止 領 域 ２ ２ に お い て 第 一 の 基 体 層 ８ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０  
を 別 個 に 把 持 し 、 第 一 の 基 体 層 ８ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ を 互 い か ら 引 き 離 し 、 封 止 さ れ  
た 区 画 領 域 周 辺 部 １ ８ に お い て 第 一 の 基 体 層 ８ を 第 二 の 基 体 層 １ ０ か ら 取 り 外 す 。 こ の 工  
程 を 図 ４ に 示 す 。 第 一 の 基 体 層 ８ が 、 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 １ ８ の 少 な く と も 一 部 に  
わ た っ て 第 二 の 基 体 層 １ ０ か ら 取 り 外 さ れ た 後 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ が 区 画 １ ６ か ら 取  
り 外 さ れ 得 る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ５ ～ １ ０ は 、 本 開 示 の 第 二 の 実 施 形 態 に よ る 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ ２ を  
示 す 。 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ ２ は 、 図 １ ～ ４ を 参 照 し な が ら 説 明 し た 包 装 さ  
れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ２ と 類 似 し て い て 、 同 様 の 部 品 を 指 定 す る た め に 、 同 様 の 参 照 符  
号 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ ２ は 、 容 器 ４ と 、 容 器 ４ 内 に 受 容 さ れ た エ ア ロ ゾ ル  
発 生 物 品 ６ と を 備 え る 。 容 器 ４ は 、 第 一 の 基 体 層 ８ と 、 第 一 の 基 体 層 ８ を 覆 う 第 二 の 基 体  
層 １ ０ と を 備 え る 。 第 一 の 基 体 層 ８ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ の 各 々 は 、 基 体 層 の 外 表 面 を  
形 成 す る 紙 の 層 、 お よ び 基 体 層 の 内 表 面 を 形 成 す る 高 分 子 フ ィ ル ム の 層 を 含 む 積 層 材 料 か  
ら 形 成 さ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 第 一 の 基 体 層 ８ の 第 一 の 部 分 ３ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ の 第 一 の 部 分 ５ は 、 区 画 領 域 ７  
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を 形 成 し 、 区 画 領 域 ７ の 周 辺 部 １ ８ は 、 連 続 的 な 熱 溶 接 に よ っ て 完 全 に 封 止 さ れ て 、 エ ア  
ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ が 位 置 付 け ら れ る 封 止 区 画 １ ６ を 形 成 す る 。 第 一 の 基 体 層 ８ の 第 一 の 部  
分 ３ は 第 一 の 陥 凹 部 １ ２ を 含 み 、 第 二 の 基 体 層 １ ０ の 第 一 の 部 分 ５ は 第 二 の 陥 凹 部 １ ４ を  
含 み 、 第 一 の 陥 凹 部 １ ２ お よ び 第 二 の 陥 凹 部 １ ４ は 、 共 に 区 画 １ ６ を 画 定 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 第 一 の 基 体 層 ８ の 第 二 の 部 分 ９ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ の 第 二 の 部 分 １ １ は 、 区 画 領 域  
７ に 直 接 隣 接 す る ア ク セ ス 領 域 １ ３ を 形 成 し 、 ア ク セ ス 領 域 １ ３ は 、 非 封 止 領 域 ２ ２ を 含  
み 、 ア ク セ ス 領 域 １ ３ の 周 辺 部 ２ ０ は 、 非 封 止 領 域 ２ ２ の 周 り に 延 び 、 完 全 に 封 止 さ れ て  
い る 。 非 封 止 領 域 ２ ２ は 、 区 画 領 域 ７ の 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 １ ８ に よ っ て 封 止 区 画 １  
６ か ら 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 第 一 の 虚 弱 線 １ ２ ８ は 、 第 一 の 基 体 層 １ ０ に 提 供 さ れ 、 非 封 止 領 域 ２ ２ の 一 部 に わ た っ  
て 延 び る 穿 孔 線 １ ２ ９ を 含 む 。 第 一 の 虚 弱 線 １ ２ ８ は ま た 、 穿 孔 線 １ ２ ９ の 第 一 の 端 と 容  
器 ４ の 第 一 の 縁 ２ ４ と の 間 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 １ ８ に わ た っ て 延 び る 第 一 の 切 断  
線 １ ３ ５ を 含 む 。 第 一 の 虚 弱 線 １ ２ ８ は ま た 、 穿 孔 線 １ ２ ９ の 第 二 の 端 と 容 器 ４ の 第 二 の  
縁 ２ ６ と の 間 に 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 １ ８ に わ た っ て 延 び る 第 二 の 切 断 線 １ ３ ７ を 含  
む 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 穿 孔 線 を 含 む 第 二 の 虚 弱 線 １ ３ １ は 、 第 二 の 基 体 層 １ ０ に 提 供 さ れ 、 非 封 止 領 域 ２ ２ の  
一 部 に わ た っ て 延 び る 。 第 二 の 虚 弱 線 １ ３ １ は 、 第 一 の 衰 弱 線 １ ２ ８ と は 異 な る 形 状 を 有  
し 、 そ の 結 果 、 第 二 の 虚 弱 線 １ ３ １ は 、 第 一 の 虚 弱 線 １ ２ ８ を 部 分 的 に 覆 う の み で あ る 。  
特 に 、 第 二 の 虚 弱 線 １ ３ １ の 端 部 分 は 、 第 一 の 虚 弱 線 １ ２ ８ の 穿 孔 線 １ ２ ９ の 対 応 す る 端  
部 分 を 覆 っ て い る 。 し か し な が ら 、 第 二 の 虚 弱 線 １ ３ １ の 中 央 部 分 は 、 タ ブ １ ４ ３ を 画 定  
す る よ う に 形 作 ら れ て い る 。 タ ブ １ ４ ３ の 機 能 に つ い て は 、 以 下 で よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 第 一 の 基 体 層 ８ は 、 非 封 止 領 域 ２ ２ で は 第 二 の 基 体 層 １ ０ に 固 定 さ れ て い な い が 、 完 全  
に 封 止 さ れ た ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 ２ ０ は 、 第 一 の 基 体 層 ８ を 第 二 の 基 体 層 １ ０ か ら 分 離 す  
る こ と を 困 難 に す る 。 し た が っ て 、 完 全 に 封 止 さ れ た ア ク セ ス 領 域 周 辺 部 ２ ０ は 、 容 器 ４  
が 偶 発 的 に 開 封 さ れ る リ ス ク を 低 減 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 容 器 ４ か ら エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ を 取 り 外 す た め の 容 器 ４ の 開 封 は 、 二 工 程 プ ロ セ ス で  
あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 第 一 に 、 ユ ー ザ ー は 、 容 器 ４ を 屈 曲 さ せ て 、 第 一 の 虚 弱 線 １ ２ ８ に 沿 っ て 第 一 の 基 体 層  
８ を 破 断 し 、 第 二 の 虚 弱 線 １ ３ １ に 沿 っ て 第 二 の 基 体 層 １ ０ を 破 断 す る 。 こ の 工 程 の 結 果  
を 図 ８ に 示 す 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 第 二 に 、 ユ ー ザ ー は 、 非 封 止 領 域 ２ ２ に お い て 第 一 の 基 体 層 ８ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０  
を 別 個 に 把 持 し 、 第 一 の 基 体 層 ８ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ を 互 い か ら 引 き 離 し 、 封 止 さ れ  
た 区 画 領 域 周 辺 部 １ ８ に お い て 第 一 の 基 体 層 ８ を 第 二 の 基 体 層 １ ０ か ら 取 り 外 す 。 第 一 の  
基 体 層 ８ の 第 一 の 切 断 線 １ ３ ５ お よ び 第 二 の 切 断 線 １ ３ ７ は 、 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部  
１ ８ に お け る 第 一 の 基 体 層 ８ の 第 二 の 基 体 層 １ ０ か ら の 取 り 外 し を 促 進 す る 。 こ の 工 程 を  
図 ９ に 示 す 。 第 一 の 基 体 層 ８ が 、 封 止 さ れ た 区 画 領 域 周 辺 部 １ ８ の 少 な く と も 一 部 に わ た  
っ て 第 二 の 基 体 層 １ ０ か ら 取 り 外 さ れ た 後 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ が 区 画 １ ６ か ら 取 り 外  
さ れ 得 る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 １ ０ は 、 第 二 の 基 体 層 １ ０ が 第 二 の 虚 弱 線 １ ３ １ に 沿 っ て 破 断 さ れ た 時 に 、 第 二 の 基  
体 層 １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ る タ ブ １ ４ ３ の 機 能 を 示 す 。 タ ブ １ ４ ３ は 、 ユ ー ザ ー が 、 第 一  
の 基 体 層 ８ の 一 部 を 非 封 止 領 域 ２ ２ に タ ブ １ ４ ３ の 下 に 位 置 付 け る こ と を 可 能 に す る こ と  
に よ っ て 、 容 器 ４ の 再 閉 鎖 を 促 進 す る 。 例 え ば 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ が 使 用 済 み に な る  



10

20

30

40

50

JP 2023-522867 A 2023.6.1(23)

と 、 ユ ー ザ ー は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ を 区 画 １ ６ に 再 挿 入 し 、 第 一 の 基 体 層 ８ の 一 部 を  
非 封 止 領 域 ２ ２ に タ ブ １ ４ ３ の 下 に 位 置 付 け る こ と に よ っ て 、 容 器 ４ を 再 閉 鎖 し 得 る 。 次  
い で 、 使 用 済 み エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ は 、 ユ ー ザ ー が 使 用 済 み エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ６ お よ  
び 容 器 ４ を 一 緒 に 廃 棄 す る こ と が で き る ま で 、 容 器 ４ 内 に 担 持 さ れ 得 る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 １ １ ～ １ ３ は 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 陥 凹 部 を 熱 成 形 す る た め の プ ラ グ ア シ ス ト 装 置 ２  
０ ０ を 示 す 。 プ ラ グ ア シ ス ト 装 置 ２ ０ ０ は 、 図 １ ～ １ ０ を 参 照 し て 説 明 し た 第 一 の 基 体 層  
８ お よ び 第 二 の 基 体 層 １ ０ の 第 一 の 陥 凹 部 １ ２ お よ び 第 二 の 陥 凹 部 １ ４ を 熱 成 形 す る の に  
使 用 さ れ 得 る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 プ ラ グ ア シ ス ト 装 置 ２ ０ ０ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 か ら 形 成 さ れ る プ ラ グ 本 体 ２ ０ ４ と 、 プ ラ  
グ 本 体 ２ ０ ４ の 一 部 分 上 に 延 び る エ ラ ス ト マ ー カ バ ー ２ ０ ６ と を 備 え る プ ラ グ ２ ０ ２ を 備  
え る 。 プ ラ グ 本 体 ２ ０ ４ は 、 丸 み の あ る 立 方 体 形 状 を 有 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 プ ラ グ ア シ ス ト 装 置 ２ ０ ０ は ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 か ら 形 成 さ れ 、 プ ラ グ ２ ０ ２ の 反 対 側  
に 位 置 付 け ら れ た モ ー ル ド ２ ０ ８ を 備 え る 。 プ ラ グ ２ ０ ２ お よ び モ ー ル ド ２ ０ ８ の 各 々 は  
、 形 成 方 向 ２ １ ０ に 沿 っ て 線 形 移 動 す る よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 図 １ １ に 示 す 第 一 の 構 成 で は 、 プ ラ グ ２ ０ ２ お よ び モ ー ル ド ２ ０ ８ は 互 い か ら 間 隙 を 介  
し て お り 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ は 、 プ ラ グ ２ ０ ２ と モ ー ル ド ２ ０ ８ と の 間 に 位 置 付 け  
ら れ る 。 基 体 材 料 の ウ ェ ブ は 、 成 形 方 向 ２ １ ０ に 対 し て 直 交 す る 機 械 方 向 ２ １ ４ に 沿 っ て  
線 形 移 動 す る よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ に 陥 凹 部 ２ １ ６ を 形 成 す る た め に 、 プ ラ グ ２ ０ ２ お よ び モ ー ル  
ド ２ ０ ８ は 、 形 成 方 向 ２ １ ０ に 沿 っ て 互 い に 向 か っ て 前 進 す る 。 プ ラ グ ２ ０ ２ の エ ラ ス ト  
マ ー カ バ ー ２ ０ ６ は 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ と 係 合 し 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ を モ ー  
ル ド ２ ０ ８ へ と 変 形 さ せ る 。 プ ラ グ ２ ０ ２ お よ び モ ー ル ド ２ ０ ８ は 、 そ の 後 、 形 成 方 向 ２  
１ ０ に 沿 っ て 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ か ら 取 り 除 か れ 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ 内 に 形 成  
さ れ た 陥 凹 部 ２ １ ６ を 残 す 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 １ ４ は 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に よ る プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス ３ ０ ０ の 工 程 を 示  
す 。 図 １ ４ の プ ロ セ ス は 、 図 １ １ ～ １ ３ の プ ラ グ ア シ ス ト 装 置 ２ ０ ０ を 参 照 し て 説 明 さ れ  
る が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 プ ロ セ ス は 、 モ ー ル ド と 、 プ ラ グ 本 体 お よ び エ ラ ス ト マ ー カ バ ー  
を 含 む プ ラ グ と を 備 え る 任 意 の 装 置 を 使 用 し て 実 行 さ れ 得 る こ と を 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス ３ ０ ０ は 、 モ ー ル ド ２ ０ ８ と 、 プ ラ グ 本 体 ２ ０ ４ お よ び  
プ ラ グ 本 体 ２ ０ ４ の 一 部 分 に わ た っ て 延 び る エ ラ ス ト マ ー カ バ ー ２ ０ ６ を 含 む プ ラ グ ２ ０  
２ と を 提 供 す る こ と ３ ０ ２ を 含 む 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス ３ ０ ０ は ま た 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ を 加 熱 す る こ と  
３ ０ ４ を 含 む 。 加 熱 工 程 は 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ を 加 熱 ロ ー ラ ー お よ び 加 熱 プ レ ー ト  
の う ち の 少 な く と も 一 つ に 通 す こ と 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 表 面 上 に 加 熱 空 気 ま た は 加 熱 ガ  
ス を 衝 突 さ せ る こ と 、 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を オ ー ブ ン に 通 す こ と 、 お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ  
せ に よ っ て 実 行 さ れ 得 る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス ３ ０ ０ は ま た 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ を モ  
ー ル ド ２ ０ ８ と プ ラ グ ２ ０ ２ と の 間 に 位 置 付 け る こ と ３ ０ ６ を 含 む 。 例 え ば 、 加 熱 さ れ た  
基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ は 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ を 機 械 方 向 ２ １ ４ に 前 進  
さ せ る こ と に よ っ て モ ー ル ド ２ ０ ８ と プ ラ グ ２ ０ ２ と の 間 に 位 置 付 け ら れ 得 る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
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　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス ３ ０ ０ は ま た 、 プ ラ グ ２ ０ ２ の エ ラ ス ト マ ー カ バ ー ２ ０  
６ を 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ と 係 合 さ せ る こ と ３ ０ ８ と 、 プ ラ グ ２ ０ ２ を モ ー  
ル ド ２ ０ ８ の 中 に 挿 入 し て 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ を モ ー ル ド ２ ０ ８ の 形 状  
に 形 成 す る こ と ３ １ ０ と を 含 む 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス ３ ０ ０ は ま た 、 モ ー ル ド ２ ０ ８ お よ び プ ラ グ ２ ０ ２ を 加  
熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ か ら 取 り 除 き 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ を 前  
進 さ せ て 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ の 異 な る 位 置 を モ ー ル ド ２ ０ ８ と プ ラ グ ２  
０ ２ と の 間 に 位 置 付 け る こ と ３ １ ２ を 含 み 得 る 。 工 程 ３ ０ ８ 、 ３ １ ０ お よ び ３ １ ２ は 、 ル  
ー プ で 繰 り 返 さ れ て 、 加 熱 さ れ た 基 体 材 料 の ウ ェ ブ ２ １ ２ に 一 連 の 陥 凹 部 ２ １ ６ を 形 成 し  
て も よ い 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 図 １ ５ は 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に よ る 、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 の 形 成 方 法 ４ ０  
０ の 工 程 を 示 す 。 方 法 ４ ０ ０ に 従 っ て 形 成 さ れ る 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 図 １  
～ ４ を 参 照 し て 説 明 し た 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 ２ 、 図 ５ ～ １ ０ を 参 照 し て 説 明 し  
た 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 １ ０ ２ 、 ま た は 異 な る 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 で  
あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 方 法 ４ ０ ０ は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と ４ ０ ２ と 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ  
ェ ブ に 第 一 の 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と ４ ０ ４ と を 含 む 。 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 第 一 の 陥  
凹 部 を 形 成 す る 工 程 ４ ０ ４ は 、 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て 実 行 さ れ 得 る 。  
プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス は 、 図 １ ４ を 参 照 し て 説 明 し た プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ  
セ ス ３ ０ ０ で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 方 法 ４ ０ ０ は ま た 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 提 供 す る こ と ４ ０ ６ と 、 第 二 の 基 体 材 料  
の ウ ェ ブ に 第 二 の 陥 凹 部 を 形 成 す る こ と ４ ０ ８ と を 含 む 。 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 第 二  
の 陥 凹 部 を 形 成 す る 工 程 ４ ０ ８ は 、 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス を 使 用 し て 実 行 さ れ 得  
る 。 プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形 プ ロ セ ス は 、 図 １ ４ を 参 照 し て 説 明 し た プ ラ グ ア シ ス ト 熱 成 形  
プ ロ セ ス ３ ０ ０ で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 方 法 ４ ０ ０ は ま た 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 陥 凹 部 に 位  
置 付 け る 工 程 ４ １ ０ を 含 む 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 方 法 ４ ０ ０ は 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 二 の 陥 凹 部 が エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 覆 う よ  
う に 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 お よ び 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ 上 に  
位 置 付 け る こ と ４ １ ２ を さ ら に 含 む 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 方 法 ４ ０ ０ は ま た 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 一 の 部 分 を 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の  
第 一 の 部 分 に 固 定 し て 、 区 画 領 域 を 形 成 す る こ と ４ １ ４ を 含 み 、 区 画 領 域 の 周 辺 部 は 、 完  
全 に 封 止 さ れ て 封 止 区 画 を 形 成 し 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 は 、 封 止 区 画 内 に 収 容 さ れ る 。 封  
止 区 画 は 、 第 一 の 陥 凹 部 お よ び 第 二 の 陥 凹 部 を 含 む 。 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 第 一 の 基  
体 材 料 の ウ ェ ブ に 固 定 す る 工 程 ４ １ ４ は 、 熱 溶 接 を 使 用 し て 実 行 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 方 法 ４ ０ ０ は ま た 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の 第 二 の 部 分 を 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の  
第 二 の 部 分 に 固 定 し て 、 区 画 領 域 に 直 接 隣 接 す る ア ク セ ス 領 域 を 形 成 す る こ と ４ １ ６ を 含  
み 、 ア ク セ ス 領 域 は 、 非 封 止 領 域 を 含 み 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 は 、 非 封 止 領 域 の 周 り に  
延 び 、 第 一 の 基 体 層 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 周 辺 部 に お い て 第 二 の 基 体 層 に 取 り 付 け ら れ 、 非  
封 止 領 域 は 、 区 画 領 域 の 完 全 に 封 止 さ れ た 周 辺 部 に よ っ て 封 止 区 画 か ら 分 離 さ れ る 。 第 二  
の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 固 定 す る 工 程 ４ １ ６ は 、 熱 溶 接 を 使 用 し  
て 実 行 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ １ ４ １ 】
　 当 然 の こ と な が ら 、 ア ク セ ス 領 域 を 形 成 す る た め に 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 第 一 の 基  
体 材 料 の ウ ェ ブ に 固 定 す る 工 程 ４ １ ６ は 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 第 一 の 基 体 材 料 の ウ  
ェ ブ に 固 定 し て 、 区 画 領 域 を 形 成 す る 工 程 ４ １ ４ の 前 に 実 行 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 当 然 の こ と な が ら 、 ア ク セ ス 領 域 を 形 成 す る た め に 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 第 一 の 基  
体 材 料 の ウ ェ ブ に 固 定 す る 工 程 ４ １ ６ は 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 第 一 の 基 体 材 料 の ウ  
ェ ブ に 固 定 し て 、 区 画 領 域 を 形 成 す る 工 程 ４ １ ４ と 同 時 に 実 行 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 方 法 ４ ０ ０ は ま た 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ の う ち の 少  
な く と も 一 つ に 虚 弱 線 を 形 成 す る こ と ４ １ ８ を 含 み 、 虚 弱 線 は 、 ア ク セ ス 領 域 の 非 封 止 領  
域 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 当 然 の こ と な が ら 、 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 ４ １ ８ は 、 先 行 す る 工 程 の い ず れ か の 前 に 実  
行 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 ４ １ ８ は 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 第 一 の 虚 弱 線 を 形 成 す る こ  
と と 、 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 第 二 の 虚 弱 線 を 形 成 す る こ と と を 含 み 得 る 。 虚 弱 線 を 形  
成 す る 工 程 ４ １ ８ が 工 程 ４ １ ２ の 前 に 実 行 さ れ る 実 施 形 態 で は 、 方 法 ４ ０ ０ は 、 別 個 の 工  
程 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ に 第 一 の 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 、 お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ  
ェ ブ に 第 二 の 虚 弱 線 を 形 成 す る 工 程 、 を 含 み 得 る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 方 法 ４ ０ ０ は ま た 、 第 一 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ お よ び 第 二 の 基 体 材 料 の ウ ェ ブ を 切 断 し て  
、 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 を 形 成 す る こ と ４ ２ ０ を 含 む 。 包 装 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 発  
生 物 品 は 、 エ ア ロ ゾ ル 発 生 物 品 と 、 第 一 の 基 体 層 、 第 二 の 基 体 層 、 区 画 領 域 、 ア ク セ ス 領  
域 、 お よ び 虚 弱 線 を 含 む 容 器 と 、 を 備 え る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 本 明 細 書 お よ び 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 目 的 に お い て 、 別 途 示 さ れ て い な い 限 り 、 量 （  
ａ ｍ ｏ ｕ ｎ ｔ ｓ ） 、 量 （ ｑ ｕ ａ ｎ ｔ ｉ ｔ ｉ ｅ ｓ ） 、 割 合 な ど を 表 す す べ て の 数 字 は 、 す べ  
て の 場 合 に お い て 用 語 「 約 」 に よ っ て 修 飾 さ れ る も の と し て 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 ま た  
、 す べ て の 範 囲 は 、 開 示 さ れ た 最 大 点 お よ び 最 小 点 を 含 み 、 か つ そ れ ら の 任 意 の 中 間 範 囲  
を 含 み 、 こ れ ら は 本 明 細 書 に 具 体 的 に 列 挙 さ れ て い る 場 合 も あ り 、 列 挙 さ れ て い な い 場 合  
も あ る 。 従 っ て 、 こ の 文 脈 に お い て 、 数 字 Ａ は Ａ ± １ ０ パ ー セ ン ト と し て 理 解 さ れ る 。 こ  
の 文 脈 内 で 、 数 字 Ａ は 、 数 字 Ａ が 修 正 す る 特 性 の 測 定 値 に 対 す る 一 般 的 な 標 準 誤 差 内 に あ  
る 数 値 を 含 む と 考 え ら れ て も よ い 。 数 字 Ａ は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で 使 用 さ れ る 通 り の  
一 部 の 場 合 に お い て 、 Ａ が 逸 脱 す る 量 が 特 許 請 求 す る 本 発 明 の 基 本 的 か つ 新 規 の 特 性 （ 複  
数 可 ） に 実 質 的 に 影 響 を 及 ぼ さ な い と い う 条 件 で 、 上 記 に 列 挙 さ れ た 割 合 だ け 逸 脱 し て も  
よ い 。 ま た 、 す べ て の 範 囲 は 、 開 示 さ れ た 最 大 点 お よ び 最 小 点 を 含 み 、 か つ そ れ ら の 任 意  
の 中 間 範 囲 を 含 み 、 こ れ ら は 本 明 細 書 に 具 体 的 に 列 挙 さ れ て い る 場 合 も あ り 、 列 挙 さ れ て  
い な い 場 合 も あ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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【要約の続き】
域（２２）内に少なくとも部分的に延びる虚弱線（１２８）をさらに備え、容器（４）は、第二の基体層（１０ 
）のみにある第二の虚弱線（１３１）をさらに備える。第二の虚弱線（１３１）は、第一の虚弱線（１２８）と 
は異なる形状を有し、第一の虚弱線（１２８）と第二の虚弱線（１３１）との間の形状の差は、アクセス領域（ 
１３）の非封止領域（２２）において第二の基体層（１０）に閉鎖タブ（１４３）を画定する。
【選択図】図５
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